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市税
83億1,770万円
31.1%

繰入金
15億5,301万円
5.8%

分担金,負担金
使用料,手数料
6億7,628万円
2.6%財産収入,

諸収入など
6億2,541万円
2.3%

地方交付税
58億円　21.7%

国庫支出金
26億7,999万円
10.0%

県支出金
16億6,991万円
6.2%

市債
44億1,820万円
16.5%

その他交付金
9億9,950万円
3.8%

歳入
267億4,000万円

依存財源
58.5%

自主財源
41.5%

義務的経費
112億4,075万円
42.0%

投資的経費
57億6,903万円
21.6%

その他
97億3,022万円
36.4%

人件費
40億470万円
14.9%

扶助費
39億8,236万円
14.9%

公債費
32億5,369万円
12.2%

普通建設事業費
災害復旧費
57億6,903万円
21.6%

物件費
維持補修費
36億2,668万円
13.6%

補助費等
25億8,150万円
9.7%

繰出金
31億4,058万円
11.7%

その他の経費
3億8,146万円　1.4%

歳出
267億4,000万円

職員の給与、退職金、
委員の報酬などの経費

市民税、固定資産税など
市へ納入される税金

国や県から使用
目的を特定して
交付されるお金

基金を取り崩
したお金など

基金の積立金や貸付金など

市が借り入れたお金
（市債）の元金、利子
の支払い経費道路、公園、学校などを

整備する経費

子育て支援、高齢者
や障害者への福祉施
策、医療費助成、生
活保護などの経費　

施設建設や道路整備な
ど多額の費用がかかる
場合に、国や銀行など
から借りるお金

保育所、幼稚園などの施設
使用料や事務手数料など

どの地方公共団体も一定水準の
事務が行えるよう、一定の基準
で国から交付されるお金

国民健康保険、介護
保険など特別会計を
支える経費

物品購入、仕事の
委託、施設の維持
補修などの経費

一部事務組合への負担
金や各種団体への補助
金など市が負担する事
務経費や公益上必要な
サービス経費

平成25年度　当初予算

「ふるさと」として誇りを持てるまちに

総務課財政係　☎２３−３９００

特別会計 182億5,945万円
　　　　　　 （水道事業会計含む）

一般会計 267億4,000万円

　一
般
会
計
は
、
前
年
度
比
２４

億
５
、
０
０
０
万
円
（
１０
・
１
％
）

増
の
２
６
７
億
４
、０
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
観
音
寺

小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
に

加
え
、
新
庁
舎
、
新
市
民
会
館

な
ど
の
建
設
事
業
が
本
格
化
す

る
た
め
、
合
併
以
降
、
最
大
の

予
算
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

　特
別
会
計
は
、
前
年
度
比
１
、

４
４
９
万
円
（
０
・
１
％
）
減
の

１
５
８
億
７
、
１
８
９
万
円
を

計
上
、
水
道
事
業
会
計
は
前
年

度
比
２
億
５
、
４
２
３
万
円（
９
・

６
％
）
減
の
２３
億
８
、
７
５
６

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　平
成
２５
年
度
当
初
予
算
は
、

左
記
の
３
つ
の
重
点
施
策
を
中

心
に
各
種
施
策
に
配
分
し
ま
し

た
。
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
行
財
政
基
盤
の
構
築
に
も
全

力
を
挙
げ
「
観
音
寺
市
総
合
振

興
計
画
」
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　市
税
は
、
法
人
税
の
税
率
見

直
し
や
土
地
評
価
の
下
落
に
よ

り
減
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

前
年
度
比
１
億
３
、
２
９
７
万

円
（
１
・
６
％
）
減
の
８３
億
１
、

７
７
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
比
５
、

０
０
０
万
円
（
０
・
９
％
）
減
の

５８
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　国
・
県
支
出
金
は
、
前
年
度

比
５
億
４
、
４
６
５
万
円
（
１４
・

３
％
）
増
の
４３
億
４
、
９
９
０

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　市
債
は
、
観
音
寺
小
学
校
な

ど
の
継
続
事
業
に
加
え
、
新
庁

舎
の
建
設
工
事
開
始
に
伴
い
、

合
併
特
例
債
な
ど
の
発
行
が
増

加
す
る
た
め
、
前
年
度
比
１５
億

２
、
５
３
０
万
円
（
５２
・
７
％
）

増
の
４４
億
１
、
８
２
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、

庁
舎
改
築
整
備
基
金
で
３
億
５
、

０
０
０
万
円
、
学
校
施
設
整
備

基
金
で
３
億
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　義
務
的
経
費
は
、
人
件
費
や

公
債
費
の
減
を
見
込
ん
で
い
る

た
め
、
前
年
度
比
３
億
９
、
６
９

７
万
円
（
３
・
４
％
）
減
の
１
１

２
億
４
、
０
７
５
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　道
路
や
施
設
等
を
整
備
す
る

投
資
的
経
費
は
、
前
述
の
公
共

施
設
な
ど
の
整
備
の
た
め
、
前

年
度
比
２５
億
３
、
３
０
１
万
円

（
７８
・
３
％
）
増
の
５７
億
６
、
９

０
３
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
会
計
歳
入
◆

◆
一
般
会
計
歳
出
◆

一般会計の内訳

平
成
25
年
度
当
初
予
算
が
決
定
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「
安
心
し
て
子
育
て
が

 
　
　
　で
き
る
ま
ち
の
実
現
」

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　２
億
６
、
４
７
２
万
円

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
た
め
、
義
務
教
育
修

了
時
（
１５
歳
）
ま
で
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
。

妊
婦
及
び
乳
児
健
康
診
査
事
業

　
　
　
　
　５
、
４
６
９
万
円

妊
婦
と
乳
児
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
妊
婦
一

般
健
康
診
査
受
診
票
（
１４
枚
）

や
乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診

票
等
を
配
布
し
、
受
診
を
勧

め
ま
す
。

観
音
寺
小
学
校
建
設
事
業

　
　
　１８
億
２
、
０
２
９
万
円

観
音
寺
幼
稚
園
・
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
　建
設
事
業

　
　
　
　
　９
億
５
９
４
万
円

移
転
統
合
す
る
小
学
校
な
ど

の
教
育
施
設
を
平
成
２６
年
度

開
校
に
向
け
て
整
備
す
る
と

と
も
に
、
幼
稚
園
と
保
育
所

の
連
携
に
よ
る
就
学
前
教
育

の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

小
学
校
施
設
大
規
模
改
造
事
業

　
　
　
　
　
　
　９
０
０
万
円

豊
浜
小
学
校
の
改
修
工
事
を

実
施
す
る
た
め
の
計
画
を
進

め
ま
す
。

「
人
が
笑
顔
で
集
い
安
心
し
て

 　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
の
再
興
」

新
庁
舎
建
設
事
業

　
　
　１２
億
８
、
７
５
３
万
円

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
防
災
・
災
害

復
興
拠
点
の
機
能
を
果
た
す

施
設
と
し
て
新
庁
舎
を
建
設

し
ま
す
。（
平
成
２５
・
２６
年
度
）

新
市
民
会
館
建
設
事
業

　
　
　
　
　８
、
４
７
７
万
円

地
域
に
根
ざ
し
た
個
性
豊
か

な
文
化
の
創
造
と
振
興
を
目

指
し
、
す
ぐ
れ
た
芸
術
文
化

に
触
れ
る
機
会
の
拡
充
を
図

る
施
設
と
し
て
新
市
民
会
館

建
設
の
計
画
を
進
め
ま
す
。

津
波
高
潮
対
策
事
業

　
　
　
　
　８
、
２
３
０
万
円

室
本
港
と
箕
浦
漁
港
の
浸
水

被
害
対
策
と
し
て
、
防
潮
胸

壁
や
排
水
施
設
な
ど
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

耐
震
改
修
対
策
支
援
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　９
５
２
万
円

民
間
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐

震
改
修
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
増
額
し
て
補
助
し
ま
す
。

元
気
地
域
商
品
券
等

　
　
　
　
　
　発
行
補
助
事
業

　
　
　
　
　１
、
６
０
０
万
円

地
元
消
費
を
拡
大
し
、
地
域

内
中
小
企
業
の
活
力
を
引
き

出
す
た
め
、
商
品
券
の
発
行

を
支
援
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　４
５
０
万
円

お
お
む
ね
４０
歳
以
下
の
人
で
、

新
た
に
就
農
し
よ
う
と
す
る

人
ま
た
は
就
農
後
３
年
ま
で

の
人
を
支
援
し
ま
す
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催
事
業

　
　
　
　
　２
、
４
７
６
万
円

伊
吹
島
で
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
２
０
１
３
を
開
催
し
ま
す
。

「
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

 

力
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

交
流
定
住
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　５
４
５
万
円

移
住
相
談
、
移
住
体
験
事
業
、

定
住
促
進
住
宅
取
得
等
助
成

金
、
婚
活
事
業
等
を
実
施
し

ま
す
。

　市
が
１
年
間
に
行
う
事
務
事

業
の
予
算
が
分
か
る
「
平
成
２５

年
度
一
般
会
計
予
算
書
及
び
予

算
に
関
す
る
説
明
書
」「
平
成
２５

年
度
特
別
会
計
予
算
書
及
び
予

算
に
関
す
る
説
明
書
」
は
、
本

庁
総
合
案
内
所
や
大
野
原
支
所
、

豊
浜
支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　予
算
の
概
要
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

人口６３，７０５人（平成２５年１月１日現在）

◆
重
点
施
策
◆

子育て支援、高齢者や障が
い者への福祉施策、医療費
助成、生活保護などに

１３６，９９０円

小・中学校、幼稚園や
図書館などに

７０，２９１円

庁舎管理、情報化、広報や
広聴などに

５７，３４３円

市が借り入れたお金（市債）
の元金、利子の支払いに

５１，０７４円

環境対策、清掃事業、
各種健診などに

３８，２５３円

道路、公園の整備や
まちづくりなどに

２７，１０７円

農林水産業、商工業、
観光振興などに

１９，０９４円

その他（議会、消防、防災
対策など）

１９，５９５円

一般会計予算額を市民一人当たりに換算すると…４１９，７４７円
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観音寺市総合振興計画の
　　　　後期基本計画を策定しました

企画課　☎２３−３９１７

総合振興計画とは…
　本市の全ての分野における行財政運営の基本となる

「最上位計画」で、「基本構想」「後期基本計画」「実施

計画」の３層で構成されています。

基本構想
　市の特性や住民の意識と期待、時代変化の方向等を

総合的に勘案し、目指す将来像とそれを実現するため

の基本目標や基本施策の方針等を示したものです。

計画期間：平成２０年度～平成２９年度（１０年間）

　市では、合併後のまちづくりの指針と

なる「観音寺市総合振興計画」を平成２０

年３月に策定し、同計画の基本構想と前

期基本計画に基づき、施策を展開してき

ました。この前期基本計画の期間が平成

２４年度で終了したため、前期基本計画を

見直し、後期基本計画を策定しました。

　後期基本計画の策定にあたり、定住促

進施策に市一体となって重点的に取り組

むため、総合振興計画に掲げる６つの基

本目標等と基本施策を横断的につなぎ、

施策推進の相乗効果を高めるものとして

１  人口減少・少子化克服プラン
２  人が集まるまちの再興プラン
３  市民の力を結集するプラン
　の３つの後期基本計画戦略プランを掲

げました。

後期基本計画
　（前期基本計画を見直し、今回策定）

　基本構想に基づき、今後推進すべき主要施策を行政

の各分野にわたって体系的に示したものです。

計画期間：平成２５年度～平成２９年度（５年間）

実施計画
　基本計画に示した主要施策に基づき、具体的に実施

する事業を定め、事業の優先順位や具体的な事業内容、

財源などを示したものです。

計画期間：３年間、ローリング方式（毎年度見直し）

戦略１　人口減少・少子化克服プラン
　本市で子どもを産み育てたいと考える親の増加を図る

ための支援制度として、保育・教育環境の整備や保育・

教育相談の充実、医療費の支援、就学の援助、働く親の

ための子育て相談、女性の就業機会の拡充などの施策の

さらなる充実に努めます。

①教育環境の充実

②多様な子育てサービスの提供

③母子保健・医療の充実

戦略３　市民の力を結集するプラン
　公共的サービスの提供を新たに担うことができるさま

ざまな主体の育成を図ります。また、本市に住みたい・

住み続けたいと考える人を増加させるため、移住者や受

け入れる側の市民のニーズに沿ったきめ細かなフォロー

ができる体制を市民やＮＰＯ、行政がそれぞれの役割を

担って自主的に進めていきます。

①市民と市の協働

②新しい公共（担い手）の育成および仕組み

づくり

③総合的な支援体制を確立

④定住（移住）者への支援

戦略２　人が集まるまちの再興プラン
　市民が安心して暮らすことができるインフラ整備をは

じめ、本市で働きたいと考える人を増加させるため、企

業誘致の推進や農林水産業を基軸にした就労の場の確保、

後継者の育成、新規就農者の受け入れを進めます。

①災害に強い公共施設の整備

②減災対策の充実

③消防・救急医療体制の充実

④交通安全・防犯対策の強化

⑤にぎわいの創出

⑥産業の振興と雇用の創出

⑦地域資源を生かした交流・観光の振興
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背　景
本市の特性と
　　　　ニーズ

７つの分野別施策

●人口減少社会の本格化

●本市人口の減少

●活力の低下を懸念

●優れた立地環境や豊かな地域

資源を最大限に活用

●子育て支援や就学環境等を広

く周知し、定住の場所として

選択してもらう

●団塊世代等や田舎暮らし志向

の高まりを活用

　平成２２年の国勢調査結果から新たに試算した平成２９年度の予測人

口は５８，４８９人になり、平成２０年３月の総合振興計画策定時に試算

した５９，６５０人と比較しても、さらに減少傾向が早まる予測になり

ました。

　３つの後期基本計画戦略プランと７つの分野別施策（基本施策３７、

主要施策１８７）に取り組み、市民の皆さんが「ふるさと観音寺市」

に誇りを持ち、住み続けたいと思えるまちづくりを進めます。

基本目標１　市民みんなで取り組む「地域協働のまちづくり」

　　　　　　　　　　　　　　　（基本施策３、主要施策１３）

基本目標２　安全・安心で「暮らしやすいまちづくり」

　　　　　　　　　　　　　　　（基本施策９、主要施策３５）

基本目標３　思いやりあふれる「健康福祉のまちづくり」

　　　　　　　　　　　　　　　（基本施策６、主要施策４４）

基本目標４　人と文化が輝く「生涯学習のまちづくり」

　　　　　　　　　　　　　　　（基本施策６、主要施策２９）

基本目標５　海・山・川の自然輝く「快適環境のまちづくり」

　　　　　　　　　　　　　　　（基本施策５、主要施策２１）

基本目標６　豊かな地域資源を生かした「いきいき産業の　

まちづくり」　　　　（基本施策５、主要施策２８）

７ 計画推進のために　　　　　　（基本施策３、主要施策１７）

まちに活気をもたらす

全市的な積極策が必要

◆後期基本計画戦略プラン策定フロー図◆

定住促進施策に向けた３つの戦略プランの重点的推進

平成２９年度の人口目標　６０，０００人

＜将来像の実現＞
市民が主役　わたしのふるさと　かんおんじ
　　　　　　　　　　　～人・文化・自然　いきいき輝く　元気都市～

戦略１

人口減少・

少子化克服

プラン

戦略２

人が集まる

まちの再興

プラン

戦略３

市民の力を

結集する

プラン
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市職員を募集します
秘書課人事係　☎２３−３９１５

●第一次試験日　７月２８日（日）
　台風等やむをえない事由により延期する場合は、市ホームページで

お知らせします。

●試験申込書受付
受付期間：６月３日（月）～１４日（金）（土・日曜日は除く）（郵送は当日

消印有効）午前８時３０分～午後５時１５分
提出方法：秘書課（本庁３階）に持参または郵送
　　　　　〒７６８−８６０１（住所記載不要）観音寺市秘書課人事係

●試験案内・試験申込書
　５月２日（木）から、本庁１階の総合案内所と秘書課、各支所で配布
します。市ホームページからもダウンロードできます。
注意：電話や電子メールでの請求は不可
　　　詳しくは市ホームページで確認してください。
　　　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

区　　分 人数 受　験　資　格 試験の程度

一般事務（上級） ５人 昭和５４年４月２日以降に生まれた人

大学卒業
　　程度

一般事務
（身体障がい者対象）

１人

下記の条件を満たす昭和５４年４月２日以降に生まれた人
○ 自力で通勤ができ、かつ介護者なしに職務遂行が可能な人
○ 身体障害者手帳の交付を受けている人
○ 活字印刷文の出題と口頭の面接に対応できる人

一般事務
（埋蔵文化財調査担当）

１人

昭和５４年４月２日以降に生まれた人で、学芸員となる資格を有する人
または平成２６年３月３１日までに取得する見込みの人で、考古学の単位
を取得した人または取得する見込みの人（学芸員資格を必要としない
職場に勤務する場合もあり）

保健師 １人
昭和５４年４月２日以降に生まれた人で、保健師の資格を有する人また
は平成２６年３月３１日までに取得できる見込みの人

管理栄養士 １人 昭和５４年４月２日以降に生まれた人で、管理栄養士の資格を有する人

　下記の募集も予定しています。試験

日や受験資格など詳しくは７月号広報

紙に掲載します。

○保育士・幼稚園教諭

○保育士・幼稚園教諭（経験者対象）

○看護師

○一般事務（初級）

○一般事務（伊吹支所勤務）

　今年度から新しく、高齢者の転倒防止などの介護予防や

在宅生活の継続向上を目的に、高齢者が居住する住宅の改

修に要する費用を助成します。

申し込み・問い合わせ先
　　　　社会福祉課高齢者福祉係　☎２３−３９６８

対象者
　市内に住所があり、生活機能全般および運動機

能の低下が認められる次の①または②の人

①７５歳以上のひとり暮らし世帯

②７５歳以上の高齢者が属する高齢者のみの世帯

注意：

ただし、世帯員のうち介護保険法（平成９年法

律第１２３号）に規定する要介護認定において要

支援・要介護と判定された人がいる世帯と、他

の住宅改修に係る公的助成を受けている世帯は

対象外

内容
○手すりの取り付け

○床段差の解消

○滑りの防止や移動の円滑化などのための床また

は通路面の材料の変更

助成額
住宅改修費の９割

（助成限度額は４万５千円、限度額を超えた分は全

額自己負担）

試験区分・募集人数等

助 成 し ま す

高齢者が居住する住宅の改修に要する費用
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～正しく知り 正しく恐れる～
地震と津波

観音寺港における海面変動予測図（発生頻度の高い津波）

　「南海トラフを震源とする地震」は、３０年以内に

６０％以上の確率で発生するといわれています。そ

ういった中で、県は３月３１日に「香川県地震・津

波被害想定（第一次公表）」を公表しました。

　今回公表された南海トラフを震源とする地震に

は、次の２種類があります。

①「千年、あるいはそれ以上長い間隔で、発生頻

度が極めて低い最大クラスの地震」

②「数十年から百数十年の周期でこれまでも度々

発生してきた、比較的高い確率で起こる地震」

５０㎝

３０㎝

２０㎝

１０㎝

初期水面

地震による水位の変動幅

△３０㎝

△５０㎝

　本市への影響は、①の場合は最大震度が７、最大津

波によって地震発生前の標高３．６ｍまで水位が上昇し、

②の場合は最大震度が６弱、最大津波によって地震発

生前の２．８ｍまで水位が上昇すると予測されています。

　市民の皆さんの関心の高い津波対策について県は、

①の最大クラスの津波には、避難を柱とした防災対策

を、②の比較的発生頻度の高い津波には、堤防等の海

岸保全施設の整備をしていくとしています。

　今回は、②の比較的高い確率で発生する地震による、

津波の被害予測の内容と対策について説明します。（震

度分布などは広報６月号以降に掲載予定）

　発生頻度の高い地震により発生する

津波は、観音寺港では図１のように水

位がゆっくり上昇すると考えられてい

ます。燧灘というタライに少しずつ海

水を注いでいくようなもので、地震で

地盤が約３７㎝下がり、津波による水位

上昇は約３８㎝、大潮時の満潮位と合わ

せると地震発生前の２．７ｍまで上昇し、

比較的水位が高い状態で長時間とどま

ると考えられています。

　図２は、県が示した「発生頻度の高

い津波による浸水予測図」です。市街

地の多くの部分が浸水すると予測され

ています。これは、震度が５強～６弱

であるため堤防や防潮堤は破壊されず

に機能を保つものの、河川や港にある

水門や閉鎖扉が全て開放した状態を前

提としていますので、低い場所には海

水が流れ込んできます。水門などの徹

底したハード整備はもちろんですが、

幸い図１にあるように、本市での水位

はゆっくり上昇し、４０㎝程度水位が上

がるまで４時間以上あるため、水門な

どを閉鎖するには十分な時間がありま

す。現在、本市の水門などの閉鎖とそ

の確認は、市職員や海防団、消防団、

開閉をお願いした市民の方などで分担

しています。今後も訓練を重ね、市民

生活の安全と安心の確保に全力を尽く

していきます。

　市民の皆さんは、避難勧告や避難指

示が発令されたときは、直ちに高台へ

避難してください。また、そのような

事態に備え、普段から家族で避難場所

などについて十分話し合ってください。

図１

図２

詳しくは、香川県ホームページ　「防災・安全」→「防災・国民保護情報」

危機管理課　☎２３−３９４０

１０
時
間
後

９
時
間
後

８
時
間
後

７
時
間
後

６
時
間
後

５
時
間
後

４
時
間
後

３
時
間
後

２
時
間
後

１
時
間
後

地
震
発
生

地盤沈降により水面も
同時に３７㎝低下

地盤が下がるため、地震発生前の
標高２．７ｍまで水位が上昇する

最大津波３８㎝程度
地震発生から約７時間後

浸水深(m)

■２．０～３．０

■１．０～２．０

■０．３～１．０

■０．０１～０．３
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庁舎等整備課　☎２３−３９５１

▲外観イメージ図

　新市民会館建設に向けて、配置計画や外観イメージ図などをまとめ

た「基本設計」を作成しました。この基本設計に基づいて実施設計に

着手します。新市民会館の完成は平成２８年３月、開館は４月予定です。

▲配置計画

▲計画平面図

概要
建 設 地：現観音寺南小学校・現観音寺幼稚園跡地

敷地面積：約２６，４００㎡

延床面積：新市民会館　　約７，４００㎡

　　　　　多目的ホール　約１，０００㎡

駐車台数：約６００台

施設構成
大ホール：１，２００席程度

小ホール：　３３０席程度

多目的ホール：集会や大規模な催しなどに対応

リハーサル室兼会議室：

　リハーサルや１００人規模の会議などに対応

会議室兼練習室：

　１０～２０人規模の会議や日ごろの練習などに

　対応

楽屋：大・小ホールに整備

新市民会館完成までの流れ
平成２５年３月　基本設計完了

　　

平成２５年１２月　実施設計作成

　　

平成２６年４月　観音寺南小学校等解体工事

　

平成２６年７月　新市民会館建設着工

　

平成２８年４月　新市民会館開館予定

新市民会館基本設計がまとまりました
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　国
の
借
金
が
騒
が
れ

市
の
財
政
も
厳
し
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
な
ぜ
今
、
庁

舎
や
市
民
会
館
な
ど
を
建
て
替

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

か
？　ま

た
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
完

成
後
、
市
全
体
の
借
金
は
ど
の

く
ら
い
に
な
り
、
ど
の
よ
う
に

返
済
し
て
い
く
の
で
す
か
？

　市
庁
舎
や
市
民
会
館

は
、
建
設
か
ら
す
で
に

４０
年
か
ら
５０
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
性
も
確

保
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
る

た
め
、
平
成
２５
年
度
か
ら
本
格

的
に
新
庁
舎
と
新
市
民
会
館
の

建
設
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
こ

の
建
設
に
要
す
る
費
用
は
、
国

の
補
助
金
や
市
の
基
金
、
そ
し

て
合
併
特
例
債
を
活
用
し
ま
す
。

　合
併
特
例
債
と
は
、
市
町
合

併
を
実
施
し
た
自
治
体
に
認
め

ら
れ
た
地
方
債
（
借
金
）
で
、

そ
の
返
済
金
額
の
う
ち
約
７０
％

が
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
に
算

入
さ
れ
、
交
付
さ
れ
る
有
利
な

制
度
の
た
め
、
建
設
に
か
か
る

市
の
実
質
的
な
負
担
が
大
幅
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　新
庁
舎
や
新
市
民
会
館
な
ど

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
了

す
る
平
成
２７
年
度
末
の
市
債（
借

金
）
残
高
は
、
約
４
０
０
億
円

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
内
訳
と

し
て
は
、
合
併
特
例
債
が
約
１

９
０
億
円
、
臨
時
財
政
対
策
債

が
約
１
２
０
億
円
、
そ
の
他
が

約
９０
億
円
で
す
。
合
併
特
例
債

の
約
７０
％
、
臨
時
財
政
対
策
債

　こ
と
し
は
伊
吹
島
が
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
の
会
場
に
な
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の

機
会
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
内
の

芸
術
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　都
市
整
備
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
８

　行
政
を
知
る
た
め
に
、

各
分
野
の
担
当
者
と
地

域
住
民
が
対
話
す
る
機
会
を
設

け
て
ほ
し
い
。

　行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
提
供
し
て
市
の
施
策
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
市
政
へ
の
理
解

と
市
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨

年
４
月
か
ら
「
出
前
講
座
」
を

始
め
ま
し
た
。
５８
講
座
の
中
か

ら
、
受
け
た
い
と
思
う
講
座
を

選
ん
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
集

会
や
催
し
な
ど
の
場
に
職
員
が

出
向
き
、
説
明
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　講
座
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
詳
し
く

は
、
１０
～
１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　秘
書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
５

の
１
０
０
％
が
地
方
交
付
税
に

算
入
さ
れ
て
、
市
へ
交
付
さ
れ

ま
す
。

　こ
の
約
４
０
０
億
円
の
市
債

（
借
金
）
は
、
道
路
や
建
物
な
ど

を
整
備
し
な
い
と
想
定
し
た
場

合
、
１２
年
間
程
度
で
返
済
で
き

る
金
額
で
す
。

　し
か
し
現
実
的
に
は
、
市
民

生
活
の
維
持
や
向
上
の
た
め
、

生
活
基
盤
な
ど
の
社
会
資
本
整

備
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
一
定

の
事
業
を
行
い
な
が
ら
、
市
債

（
借
金
）
を
計
画
的
に
返
済
し
ま

す
。　総

務
課
財
政
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

　柳
町
商
店
街
に
あ
る

石
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は

税
金
の
無
駄
遣
い
で
は
？

　市
で
は
、
来
訪
者
や

地
域
住
民
が
憩
い
、
安

ら
げ
る
空
間
づ
く
り
と
し
て
、

芸
術
文
化
性
を
取
り
入
れ
た
石

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
市
内
各
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
柳
町
に

あ
る
和
泉
正
敏
氏
の
石
彫
「
き

ん
た
ろ
う
」
や
一
の
宮
公
園
の

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
遊
具
は
、

全
額
宝
く
じ
の
助
成
金
で
設
置

し
て
い
ま
す
。

　燃
え
る
ご
み
は
週
２

回
、
燃
え
な
い
ご
み
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
２
週
間

に
１
回
の
収
集
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
燃
え
な
い
ご
み
を
週
１

回
に
す
る
な
ど
、
も
う
少
し
収

集
日
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

　不
燃
ご
み
の
収
集
は
、

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
１

カ
月
に
２
回
収
集
す
る
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。
人
員
や
収
集

車
両
、
経
費
等
に
よ
り
収
集
体

制
の
変
更
な
ど
は
で
き
な
い
状

況
で
す
。
現
行
で
の
収
集
体
制

に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
・

ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q
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出前講座を利用してください
　市では、行政のさまざまな情報を市民の皆さんに提供し、

市政への理解と市民参加による協働のまちづくりを推進す

るため、平成２４年４月から「出前講座」を開催しています。

平成２４年度の実績

　○実施した講座数　　 ４１講座

　○参加者数　　　　１，１８３人

　○申し込みの多かった講座ベスト５

　　１　講座Ｎｏ．２２　介護予防について（社会福祉課）

　　２　講座Ｎｏ．５０　自主防災組織について（危機管理課）

　　３　講座Ｎｏ．５５　地震災害に備えて（三観広域行政組合消防本部）

　　４　講座Ｎｏ．２０　高齢者福祉制度について（社会福祉課）

　　５　講座Ｎｏ．２１　介護保険制度について（社会福祉課）

　　　　講座Ｎｏ．３７　住宅耐震診断・耐震改修補助事業について（建築課）

出前講座を開始した平成２４年度は
たくさんの人に利用していただき、大好評でした！！

　市民の皆さんが主催する集会
や催しなどの場に職員が出向き、
市の取り組みやくらしに関する
ことなどをお話しします。
　講座メニューから希望の講座
を選んで申し込んでください。
多くの皆さんの利用をお待ちし
ています。

受講できる人

　市内に在住または勤務、在学しているおおむね１０人以上で構

成するグループまたは団体

（政治・宗教・営利を目的とする場合や、苦情や個別相談等を

目的とする場合などは利用できません）

会場（市内に限る）

手配などは申込団体でお願いします。

実施時間

午前１０時～午後９時（休日・祝日の実施は相談してください）

講座開催までの流れ

①「講座メニュー」から希望する講座を選び、希望日の１カ月前までに、秘書課に申込書を提出

してください。（郵送、ＦＡＸ可）

　申込書は、市役所総合案内所または秘書課、各支所にあります。（市ホームページからもダウ

ンロードできます）

②「出前講座決定通知書」を送付します。

③出前講座を開催

④出前講座の受講後に「出前講座の感想・意見」を提出してください。

申し込み・問い合わせ先

〒７６８−８６０１ （住所記載不要）

観音寺市政策部秘書課

☎２３−３９１５　　ＦＡＸ２３−３９２０

市のホームページ：http://www.city.kanonji.kagawa.jp/
　「市政」→「行政情報」→「出前講座」
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出前講座メニュー
№ 講　　座　　名 時間（分） 担　当　課

市
政
・
ま
ち
づ
く
り

１ 観音寺市総合振興計画について ６０

企画課

２ 交流・定住促進について ４５

３ 男女共同参画について ４５

４ 観音寺市の行政改革について ４５

５ 統計調査について ３０

６ 広聴広報活動について ４５ 秘書課

７ 観音寺市の財政状況 ６０ 総務課

８ 選挙について ３０ 選挙管理委員会事務局

子
育
て
・
健
康
・
福
祉

９ 子育て支援について ３０

子育て支援課
１０ ひとり親世帯への支援について ３０

１１ 家庭児童相談・女性相談について ３０

１２ 保育所と子育て支援センターについて ５０

１３ 国民健康保険・後期高齢者医療について ４０

健康増進課

１４ 生活習慣病の予防＝観音寺市の現状は＝ ６０

１５ がん予防＝観音寺市の現状は＝ ６０

１６ 食育（食生活）について ６０

１７ 女性の健康づくり ６０

１８ 子どもの健康について ６０

１９ 障がい児（者）福祉制度について ６０

社会福祉課

２０ 高齢者福祉制度について ４０～６０

２１ 介護保険制度について ６０～９０

２２ 介護予防について ６０～９０

２３ 地域包括支援センターについて ６０

２４ 高齢者の権利擁護について ６０

２５ 成年後見制度について ６０

く
ら
し
・
環
境

２６ 個人住民税について ３０

税務課２７ 固定資産税について ３０

２８ 市税の納期・口座振替、軽自動車税・たばこ税について ３０

２９ 交通安全教室 ６０ 市民課

３０ 観音寺市のごみについて　※地域または自治会で申し込み ６０ 生活環境課

３１ 人権について ６０ 人権課

３２ 中山間地域等直接支払制度について　※中山間地域等該当地区対象 ６０
農林水産課

３３ 農地・水保全管理支払交付金事業について　※事業への意欲がある地域対象 ６０

３４ 道路の維持管理について ３０

建設課３５ 漁港・港湾施設の維持管理について ３０

３６ 河川の維持管理について ３０

３７ 住宅耐震診断・耐震改修補助事業について ３０ 建築課

３８ 観音寺市の公園・緑地について ４５

都市整備課

３９ 観音寺市の都市計画について ４０

４０ 開発許可制度・駐車場法について ３０

４１ 市営住宅について ４５

４２ 企業立地に対する優遇制度について ３０

４３ 観音寺市の下水道について ６０ 下水道課

４４ 古代の観音寺について　※プロジェクター使用 ９０ 生涯学習課

４５ ニュースポーツを体験 １２０ 市民スポーツ課

４６ 図書館の利用について ３０ 図書館

４７ 観音寺市の水道事業について ６０ 水道局

４８ 農地の売買・転用について ３０
農業委員会事務局

４９ 農地の貸し借りについて ３０

安
心
・
安
全

５０ 自主防災組織について ４５ 危機管理課

５１ 火災予防講座（住宅用火災警報器等） ３０

三観広域行政組合
消防本部

５２ 救命基礎講習（応急・救命手当の基礎的な内容） ６０

５３ 普通救命講習（心肺蘇生法とＡＥＤの使い方など） １８０

５４ 上級救命講習（普通救命講習、応急手当と搬送方法など） ４８０

５５ 地震災害に備えて　※プロジェクター使用 ６０

５６ １１９番について ３０

５７ チャレンジ！防災（防災体験と消防署見学）　※幼児・小学生対象 ６０～９０

５８ 防災体験（防災センターで防災体験） ６０
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

３月定例会の主な内容

１日招集・会期２７日間
一般会計予算など原案可決

　平成２５年第１回定例会が３月１日招集され、２７

日までの２７日間の会期で開かれました。

　白川市長から平成２５年度一般会計の予算として、

歳入・歳出予算の総額２６７億４千万円を計上する

ことなど合わせて３７議案が提出され、議案の提案

理由の説明がありました。

　また、８・１１日の２日間、各会派・党の代表質

問と個人質問が行われ、市当局の考えをただしま

した。

　当初予算や補正予算などの予算に関する議案は、

予算審査特別委員会に付託され１２日から１５日にか

けて慎重に審議を行いました。その他の議案は、

それぞれの各常任委員会に付託され、１８・１９・２１

日の３日間慎重に審議を行いました。

　２７日の本会議では、各常任委員会の委員長から

付託された議案などの審議結果の報告があり、採

決の結果すべての市長提出議案を原案のとおり可

決しました。その後、平成２４年度一般会計補正予

算（第６号）の追加議案の提出がありましたが、

原案のとおり可決しました。

　また、請願１件、陳情新規分１件、継続分３件、

意見書案２件などの審議結果も１７ページ「審議し

た議案等とその結果」に掲載しているとおりです。

代表質問 一般質問項目表

個人質問

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。 大 賀 正 三
（民政クラブ）

・施政方針について
・平成２５年度予算編成方針と重点事業に

ついて
●本市の財政状況について
・ゴミ処理及びし尿処理について
・農林行政について
・競輪事業廃止後の現状について
・地場産業の育成について
・水道事業について
・高齢者入所施設について
・観音寺市の教育の現状について

西 山 正 勝
（市民クラブ）

・内外情勢について
・予算案について
・道路整備について
・農業問題について
●学力向上について
・健康増進について
・競輪施設について
・ネット選挙について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・施政方針について
・新年度予算案について
●中小企業振興条例について
・公共施設の管理、運営について
・観音寺市の教育について
・中央七間橋線一期工事について
・中央七間橋線二期工事について

石 山 秀 和
（ 公 明 党 ）

・施政方針について
・２０１３年度当初予算について
・瀬戸内国際芸術祭２０１３について
・市有施設の有効活用について
・生活保護引き下げ問題について
・事前防災・減災対策について
・ＰＭ２．５問題について
・安心の教育について
・安心の子育て支援について
●全国学力調査について

安 藤 清 高
（日本共産党）

・施政方針について
・新年度予算編成の基本的な考え方につ

いて
・国の平成２４年度補正予算に伴う対応に

ついて
●特別職（市長・副市長・教育長）の退

職手当の引き下げについて
・同和行政について
・生活保護基準の引き下げによる一般低

所得者の影響について
・文化政策について

篠 原 重 寿
（社会民主党）

・施政方針について
・地方交付税と財政運営について
●安心・安全なまちづくりについて
・国民健康保険制度について

大久保隆敏
（市民クラブ） ●市道中央七間橋線改築事業について

詫 間 　 茂
（民政クラブ）

・出前講座について
・オンデマンド交通について
●高齢者の居場所づくりについて
・すぽっシュＴＯＹＯＨＡＭＡについて
・公共事業について

立石　隆男
（民政クラブ）

●防災対策について
・環境問題について
・公共施設について

黒川健太郎
（民政クラブ）

・市民協働のまちづくりについて
●教師と児童・生徒のふれあいについて

大 平 直 昭
（民政クラブ）

・子育てに関する情報提供について
●地震による家具転倒防止対策について

安 藤 康 次
（ 無 所 属 ）

・施政方針について
●学校における「いじめ」「体罰」について

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

●東日本大震災２年目を迎えて
・広聴・広報について
・安心して子育てできるまちの実現について
・経済活性化と公共事業のあり方について

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

・窓口業務の各課及び支所との連携について
●子育て支援策について

高 橋 照 雄
（ 無 所 属 ）

・財政について
●社会資本整備総合交付金事業について
・危機管理について

安 藤 忠 明
（ 公 明 党 ）

●市民会館について
・通学路の安全について
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

国
・
県
支
出
金
の
確
保
、
市
債
、

各
種
基
金
を
活
用
し
て
財
政
の

健
全
化
を
保
っ
て
い
る
。
２４
年

度
末
の
合
併
特
例
債
の
現
在
高

は
、
約
９５
億
７
、
９
０
０
万
円

の
見
込
み
で
公
共
施
設
の
整
備

に
伴
い
、
２５
年
度
か
ら
２７
年
度

に
か
け
て
は
発
行
額
が
増
加
し
、

２７
年
度
末
現
在
高
は
約
１
９
０

億
４
、
９
０
０
万
円
と
予
測
。

合
併
特
例
債
発
行
可
能
額
は
、

約
２
０
７
億
７
、
５
０
０
万
円

で
あ
り
、
現
時
点
で
の
発
行
見

込
み
は
、
約
１１
億
円
の
残
が
生

ず
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　私
た
ち
が
世
界
で
活
躍

す
る
た
め
に
は
英
語
を
話
す
能

力
が
必
要
で
あ
る
。
全
国
小
都

市
の
民
間
英
語
教
育
の
受
講
割

合
は
、
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

が
本
市
は
２０
パ
ー
セ
ン
ト
と
大

都
市
並
の
高
水
準
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
企
業
・
民
間
で

も
学
童
保
育
の
時
間
に
英
語
教

育
を
設
け
る
動
き
が
あ
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、
民
間
の

英
語
教
育
シ
ス
テ
ム
を
学
童
保

育
の
内
容
に
取
り
込
ん
で
は
ど

う
か
。

　
　
　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

趣
旨
は
、
保
護
者
が
労
働
な
ど

に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小

学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の

児
童
に
対
し
て
、
放
課
後
な
ど

に
余
裕
教
室
を
利
用
し
て
、
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え

て
、
健
全
な
育
成
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
宿
題
を
さ
せ
る
な
ど

の
学
習
習
慣
の
定
着
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
し
て
い
る
が
教

科
を
教
え
る
こ
と
は
し
て
い
な

い
。
民
間
の
英
語
教
育
の
指
導

方
法
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
授

業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　中
小
・
零
細
企
業
は
長

引
く
不
況
下
で
、
か
つ
て
な
い

深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、

地
方
経
済
で
は
赤
字
経
営
を
強

い
ら
れ
る
と
い
う
中
、
本
市
経

済
を
発
展
さ
せ
、
安
定
し
た
雇

用
を
確
保
し
、
市
民
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、
中

小
企
業
の
健
全
な
発
展
を
目
指

す
支
援
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
将
来
の
地
域
経
済
活
性
化

を
促
す
条
例
の
制
定
が
必
要
と

考
え
、
中
小
企
業
を
本
市
経
済

の
担
い
手
の
主
体
と
し
て
位
置

づ
け
た
中
小
企
業
振
興
条
例
の

制
定
を
目
指
す
べ
き
だ
と
提
案

を
重
ね
て
き
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
お
伺
い
す
る
。

　
　
　中
小
企
業
振
興
条
例
の

制
定
に
向
け
て
は
、
他
市
の
状

況
も
調
査
、
検
討
し
て
き
た
。

近
年
の
極
め
て
厳
し
い
経
営
環

境
、
ま
た
、
今
後
の
経
済
情
勢

を
見
据
え
る
と
、
検
討
す
べ
き

課
題
と
考
え
て
い
る
。
今
年
６

月
の
定
例
会
を
目
途
に
、
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
　文
部
科
学
省
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
ゆ
と
り
教
育
」
か
ら

相
対
的
学
力
低
下
が
顕
著
に
な

っ
て
き
た
と
の
観
点
か
ら
方
針

転
換
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
中

で
こ
れ
ま
で
、
学
校
別
成
績
の

公
表
を
禁
止
し
て
き
た
が
、
解

禁
も
含
め
今
後
検
討
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
。
本
市
に
お
い

て
は
、
公
表
の
是
非
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か

伺
う
。

　
　
　全
国
学
力
調
査
は
、
児

童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を

掌
握
・
分
析
し
、
児
童
生
徒
へ

の
教
育
指
導
の
充
実
や
改
善
に

　

市
民
ク
ラ
ブ

西
山　

正
勝

学
力
向
上
に
つ
い
て

質
問

　
　
　大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

実
施
さ
れ
て
い
る
中
で
、
市
の

財
政
内
容
を
表
す
一
つ
の
目
安

と
し
て
実
質
公
債
比
率
が
あ
る
。

比
率
が
１８
％
以
上
で
注
意
信
号
、

２５
％
以
上
で
危
険
、
３５
％
以
上

に
な
る
と
夕
張
の
よ
う
に
破
綻

と
な
る
。
２４
年
度
末
か
ら
２７
年

度
末
ま
で
ど
の
く
ら
い
の
比
率

で
推
移
す
る
の
か
。
ま
た
、
合

併
特
例
債
の
２７
年
度
末
の
残
高

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
伺

う
。　

　
　大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完

成
時
の
２７
年
度
末
の
実
質
公
債

比
率
は
、
３
年
平
均
で
１３
・
０

％
前
後
を
予
測
し
て
い
る
。
以

前
の
予
測
値
か
ら
改
善
さ
れ
た

主
な
要
因
は
、
普
通
交
付
税
と

臨
時
財
政
対
策
債
の
増
に
よ
る
。

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

五
味　

伸
亮

中
小
企
業
振
興
条
例
に
つ
い
て

質
問

公
明
党石

山　

秀
和

全
国
学
力
調
査
に
つ
い
て

質
問

　下記のとおり開催しますので、都

合の良い日に是非ご来場ください。

平成２５年度予算及び主な事業と

参加者の皆さまとの意見交換など

議会事務局　電話２３−３９１３

内　容

問合せ

５月２６日（日）午後２時
　　　　　　　～午後３時３０分
中央図書館

５月２７日（月）午後７時
　　　　　　　～午後８時３０分
大野原中央公民館

５月２８日（火）午後７時
　　　　　　　～午後８時３０分
豊浜中央公民館

日　時

日　時

日　時

場　所

場　所

場　所

議会報告会の開催について
（ご案内）

代
表
質
問

民
政
ク
ラ
ブ

大
賀　

正
三

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

  質 

問
答
弁

と
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　①
主
要
７
橋
の
う
ち
、

１
橋
が
耐
震
対
策
済
で
、
残
る

橋
も
検
討
す
る
。
橋
長
１５
ｍ
以

上
の
４１
橋
へ
の
長
寿
命
化
対
策

は
、
来
年
度
か
ら
着
手
し
、
７

億
円
程
度
の
費
用
と
５０
年
間
を

要
す
る
。
そ
の
間
の
対
策
と
し

て
、
５
年
ご
と
の
点
検
、
通
常

の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
安
全

確
保
に
努
め
る
。
②
制
度
開
始

よ
り
２
年
目
だ
が
、
申
請
件
数

の
伸
び
悩
み
を
踏
ま
え
、
県
に

対
し
、
内
容
の
拡
充
を
求
め
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
耐
震
診
断

補
助
率
１０
分
の
９
、
補
助
額
を

９
万
円
に
引
き
上
げ
。
改
修
工

事
は
上
限
額
を
９０
万
円
に
引
き

上
げ
た
。
今
後
も
利
用
拡
大
に

向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉

え
、
啓
発
活
動
を
行
う
。

　
　
　市
民
の
厳
し
い
視
線
が

注
が
れ
て
い
る
市
道
中
央
七
間

橋
線
改
築
事
業
に
取
り
組
む
市

と
地
元
周
辺
事
業
者
の
責
務
。

ま
た
、
道
路
線
形
の
考
え
方
、

併
せ
て
事
業
に
対
す
る
思
い
を

伺
う
。

　
　
　中
心
市
街
地
活
性
化
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
市

及
び
地
元
周
辺
事
業
者
は
道
路

整
備
に
合
わ
せ
、
市
街
地
の
活

性
化
を
目
指
し
真
摯
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
道
路
線
形
の
考
え

方
は
、
本
路
線
が
内
環
状
道
路

と
し
て
重
要
な
位
置
付
け
で
あ

り
円
滑
で
安
全
な
交
通
流
確
保

の
た
め
、
県
、
県
警
、
公
安
委

員
会
と
協
議
に
よ
り
決
定
し
て

い
る
。
併
せ
て
商
店
街
を
形
成

し
て
い
る
た
め
、
両
側
で
用
地

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
住

民
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
可

能
と
な
る
。
事
業
費
は
高
額
で

あ
る
が
、
国
庫
金
や
交
付
税
な

ど
を
利
用
し
極
力
負
担
が
少
な

く
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

な
お
、
公
共
投
資
と
い
う
観
点

か
ら
も
本
市
に
大
き
な
経
済
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
今
後

と
も
市
民
会
館
の
完
成
と
合
わ

せ
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
力
し
た
い
。

　
　
　団
塊
の
世
代
が
高
齢
者

の
仲
間
入
り
の
時
期
を
迎
え
３０

％
が
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な

っ
て
い
る
。

　戦
後
の
日
本
の
経
済
、
社
会

を
支
え
て
き
た
高
齢
者
の
人
達

に
安
心
安
全
、
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
を
送
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
自

宅
以
外
で
落
ち
着
け
て
安
心
で

き
る
居
場
所
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
る
高
齢
者
は
７８
％
に
達
し

て
お
り
、
歩
い
て
行
け
る
距
離

に
あ
る
の
が
理
想
的
だ
と
思
う
。

市
と
し
て
居
場
所
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る

の
か
を
お
伺
い
す
る
。

　
　
　多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
地
域
サ

ロ
ン
活
動
や
、
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
自
宅
か
ら
近
く
の
公
共

施
設
や
、
公
民
館
な
ど
の
有
効

活
用
も
検
討
し
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
高

齢
者
の
方
が
楽
し
く
集
え
る
、

居
場
所
の
創
設
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　本
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に

は
退
職
手
当
に
関
す
る
答
申
を

い
た
だ
く
も
の
で
は
な
い
が
、

条
例
で
は
、
審
議
会
で
の
意
見

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　退
職
手
当
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
は
、
次
回
定
例
会
に
お
い

て
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

の
退
職
手
当
引
き
下
げ
の
条
例

改
正
案
を
提
案
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　大
震
災
か
ら
二
年
目
。

改
め
て
防
災
面
で
「
公
」
と
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
検
証
す
る
。

　①
昨
年
末
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル

な
ど
、
公
共
施
設
で
老
朽
化
に

よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

市
は
、
公
共
施
設
を
管
理
し
、

安
心
・
安
全
を
保
障
す
る
責
務

が
あ
る
。
道
路
橋
の
維
持
管
理
、

耐
震
対
策
の
状
況
は
。
②
個
人

住
宅
へ
の
耐
震
対
策
助
成
の
拡

充
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
市
全
体

の
成
果
と
課
題
を
示
し
つ
つ
、

研
修
会
を
実
施
し
た
り
、
各
学

校
に
応
じ
た
授
業
改
善
や
学
習

習
慣
づ
く
り
へ
の
指
導
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
成
績
の
公
表

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　本
市
特
別
職
の
１
期
４

年
の
任
期
満
了
時
で
算
定
さ
れ

る
退
職
手
当
が
新
年
度
予
算
案

に
退
職
金
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
る
。

市
長
、
一
千
八
百
九
十
四
万
円

教
育
長
、
六
百
五
十
一
万
円

（
副
市
長
、
今
回
予
算
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。
通
常
の
任
期
満
了

で
、
一
千
二
十
二
万
円
と
試
算

さ
れ
る
）
退
職
金
の
財
源
は
市

民
が
負
担
す
る
税
金
で
あ
る
。

退
職
金
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
理
解
と
合
意
が
求
め
ら

れ
る
。
審
議
会
を
設
け
て
退
職

金
の
答
申
を
受
け
る
こ
と
に
つ

い
て
の
提
案
を
し
て
、
退
職
金

の
見
直
し
引
き
下
げ
に
つ
い
て

伺
う
。

個
人
質
問

大
久
保　

隆
敏

市
道
中
央
七
間
橋
線
改
築
事

業
に
つ
い
て

質
問

社
会
民
主
党

篠
原　

重
寿

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

日
本
共
産
党

安
藤　

清
高

特
別
職（
市
長
・
副
市
長
・
教

育
長
）の
退
職
手
当
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て

質
問

答
弁

詫
間　

 

茂

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　東
日
本
大
震
災
か
ら
２

年
が
た
っ
た
。
こ
の
大
災
害
を

教
訓
に
し
て
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
防
災
の
観
点
か
ら
、
①
現

在
の
情
報
伝
達
方
法
状
況
、
②

防
災
情
報
伝
達
方
法
の
構
築
、

③
今
後
の
防
災
計
画
、
以
上
３

点
に
つ
い
て
、
当
局
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
　①
現
在
は
、
旧
市
町
の

情
報
伝
達
手
段
を
使
用
。
観
音

寺
地
域
で
は
広
報
車
に
よ
る
広

報
、
大
野
原
地
域
で
は
オ
フ
ト

ー
ク
、
豊
浜
地
域
は
ア
ナ
ロ
グ

同
報
系
無
線
を
使
用
し
て
い
る
。

②
同
報
系
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
よ

る
ス
ピ
ー
カ
ー
拡
声
放
送
を
、

新
庁
舎
建
設
と
並
行
し
て
整
備

予
定
。
避
難
所
な
ど
に
は
戸
別

受
信
機
の
設
置
も
予
定
。
ま
た
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
・
緊

急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
の
情
報
も

放
送
し
た
い
。
③
昨
年
、
津
波
避

難
計
画
や
業
務
継
続
計
画
な
ど

を
策
定
し
、
新
年
度
は
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
の
実
践
的
な
訓
練

や
資
機
材
購
入
費
用
補
助
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
は
、
県
の
被

害
想
定
の
時
期
に
よ
り
、
本
年

度
秋
頃
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　毎
日
の
よ
う
に
教
師
の

体
罰
や
暴
力
行
為
に
つ
い
て
の

報
道
が
あ
る
が
、
体
罰
は
悪
循

環
に
な
る
。
そ
の
大
き
な
原
因

の
一
つ
に
教
師
と
児
童
・
生
徒

の
ふ
れ
あ
い
が
不
足
し
て
い
な

い
か
、
ま
た
、
教
師
の
態
度
い

か
ん
で
児
童
・
生
徒
た
ち
の
後

世
の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
が
こ
の

点
を
伺
う
。

　
　
　体
罰
は
学
校
教
育
法
第

１１
条
に
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、

い
か
な
る
場
合
に
も
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
暴
力

の
な
い
明
る
い
学
校
づ
く
り
に
、

改
め
て
教
師
が
自
ら
の
指
導
姿

勢
を
絶
え
ず
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
今
回
、
学
校
で
は

市
教
育
委
員
会
配
布
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
な
ど
を
用
い
て
体
罰

根
絶
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

今
後
も
適
時
に
校
内
研
修
な
ど

に
よ
り
自
己
診
断
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
学
校
の
運
営

体
制
に
お
い
て
、
教
師
一
人
で

抱
え
込
む
こ
と
な
く
全
教
職
員

の
共
通
理
解
、
共
同
歩
調
を
図

り
、
状
況
に
よ
り
保
護
者
と
地

域
社
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
深
め
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
。

　
　
　南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地

震
で
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
、
震
度
６
弱
か
ら
７
が

予
測
さ
れ
て
い
る
揺
れ
で
あ
り
、

ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
、
家
具
の
転
倒
防
止
対
策

と
考
え
る
。
啓
発
に
つ
い
て
は

鋭
意
進
め
て
い
る
と
思
う
が
、

ま
だ
ま
だ
実
施
さ
れ
て
な
い
の

が
現
状
か
と
思
う
。
分
か
り
や

す
い
防
災
学
習
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活

用
や
、
重
要
な
寝
室
対
策
に
重

点
を
お
く
な
ど
、
啓
発
方
法
に

工
夫
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

　
　
　家
具
な
ど
の
転
倒
防
止

対
策
は
、
家
庭
で
で
き
る
防
災

対
策
の
中
で
も
、
最
も
有
効
な

手
段
と
考
え
る
。
平
成
２１
年
に

７５
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
宅
１
、

３
４
６
戸
へ
家
具
転
倒
防
止
マ

ッ
ト
を
設
置
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
始
め
た
出
前
講
座
、
広
報

紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
、
反
応

が
鈍
い
よ
う
に
感
じ
る
。
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
、
出
前
講
座
な
ど
の
中
で

の
放
映
、
市
Ｈ
Ｐ
の
啓
発
サ
イ

ト
（
動
画
あ
り
）
と
の
リ
ン
ク
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
も
活
用

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
啓
発
し

て
い
く
。
ま
た
、
家
の
中
で
は
、

就
寝
中
は
無
防
備
と
な
る
た
め
、

今
後
は
啓
発
の
方
法
を
工
夫
し

て
い
く
。

　
　
　市
に
お
い
て
も
「
い
じ

め
」「
体
罰
」
事
件
は
生
じ
て
お

り
、
真
剣
に
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
①
道
徳
教
育
の
教
科
化
、

②
子
ど
も
や
保
護
者
の
悩
み
を

聞
く
相
談
業
務
、
③
市
の
義
務

教
育
期
間
の
３５
人
学
級
制
、
④

学
校
と
警
察
の
緊
密
な
連
携
、

⑤
問
題
行
動
を
起
こ
す
児
童
生

徒
に
対
す
る
出
席
停
止
制
度
、

⑥
「
い
じ
め
防
止
条
例
」
の
制

定
に
向
け
た
環
境
整
備
に
つ
い

て
お
伺
い
す
る
。

　
　
　①
文
部
科
学
省
で
の
検

討
や
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い

て
議
論
が
進
め
ら
れ
る
、
動
向

を
見
守
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

②
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

拡
充
と
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で

の
相
談
も
受
け
て
い
る
。
③
早

急
な
実
現
は
難
し
い
。
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
拡
充
な
ど
に

よ
っ
て
支
援
、
指
導
を
し
て
い

き
た
い
。
④
警
察
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
、
法
律
に
抵
触
す
る

よ
う
な
問
題
行
動
に
対
し
て
は
、

積
極
的
に
と
考
え
て
い
る
。
⑤

出
席
停
止
に
し
た
児
童
生
徒
の

家
庭
で
の
生
活
な
ど
を
鑑
み
て

も
、
有
効
か
否
か
、
慎
重
に
検

討
す
る
。
⑥
政
府
の
方
針
、
教

育
再
生
実
行
会
議
の
議
論
な
ど

の
動
向
を
見
な
が
ら
、
条
例
化

に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

　
　
　東
日
本
大
震
災
か
ら
２

年
目
を
迎
え
る
が
、
こ
の
２
年

間
の
本
市
の
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
な
ど
に
対
す
る
準
備
は
ど
の

よ
う
な
進
捗
状
況
か
。
避
難
方

法
の
確
立
、
防
災
訓
練
、
防
災

倉
庫
の
準
備
な
ど
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

立
石　

隆
男

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問

黒
川　

健
太
郎

教
師
と
児
童
・
生
徒
の
ふ
れ
あ
い

に
つ
い
て

質
問

答
弁

大
平　

直
昭

地
震
に
よ
る
家
具
転
倒
防
止

対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

安
藤　

康
次

学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」

「
体
罰
」
に
つ
い
て

質
問

答
弁

伊
丹　

準
二

東
日
本
大
震
災
２
年
目
を
迎
え
て

質
問
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
時
預
か
り
保
育
や
任
意
で
の

予
防
接
種
、
紙
お
む
つ
や
ミ
ル

ク
な
ど
の
購
入
な
ど
に
主
に
活

用
で
き
る
も
の
と
し
て
、
全
国

で
多
数
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
第
二
子

以
上
の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
に

特
化
し
て
、
制
度
を
設
け
て
は

ど
う
か
と
思
う
。
若
い
方
が
本

市
で
子
育
て
す
る
喜
び
を
感
じ

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
考
え
て

み
て
は
ど
う
か
。
こ
の
子
育
て

バ
ウ
チ
ャ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
、
市

内
の
み
で
の
活
用
と
な
る
た
め
、

地
域
商
品
券
と
同
様
の
効
果
も

あ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

　
　
　バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
他
市
の
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
の
基
幹
事
業
で
あ
る

市
民
会
館
建
設
に
係
る
市
道
整

備
の
事
業
内
容
並
び
に
街
路
事

業
に
よ
る
中
央
七
間
橋
第
２
期

事
業
（
青
柳
商
店
街
）
の
事
業

内
容
及
び
事
業
費
に
つ
い
て
伺

う
。　

　
　新
市
民
会
館
の
敷
地
は
、

街
づ
く
り
や
施
設
利
用
に
際
し
、

交
通
、
安
全
、
防
災
上
及
び
衛

生
上
支
障
の
な
い
よ
う
な
建
築

基
準
法
に
適
合
し
た
公
共
道
路

に
接
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
敷
地
構
内
道
路
と
し
て

の
機
能
も
必
要
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
道
路
整
備
は

延
長
２
０
８
ｍ
、
幅
員
は
車
道

９
ｍ
、
歩
道
２
・
５
ｍ
の
両
側

で
５
ｍ
、
全
幅
１４
ｍ
で
事
業
費

は
、
４
億
６
千
万
円
で
あ
る
。

次
に
中
央
七
間
橋
線
の
第
２
期

事
業
に
つ
い
て
は
、
延
長
１
２

０
ｍ
、
幅
員
は
車
道
７
ｍ
、
歩

道
３
・
５
ｍ
の
両
側
で
７
ｍ
、

全
幅
１４
ｍ
で
あ
る
が
、
右
折
車

線
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
幅
１７
ｍ
の
道
路
整
備

計
画
で
あ
る
。
事
業
費
は
約
１３

億
と
積
算
し
て
い
る
。

　
　
　新
庁
舎
建
設
の
た
め
に

３
月
で
閉
鎖
さ
れ
る
市
民
会
館

内
で
業
務
を
行
っ
て
い
た
部
や

課
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

工
事
期
間
や
電
話
な
ど
に
つ
い

て
、
ま
た
、
備
品
な
ど
の
扱
い

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　
　
　閉
館
に
あ
た
り
、
会
館

内
で
業
務
を
し
て
い
る
課
は
３

月
２５
日
か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を

開
始
す
る
平
成
２７
年
５
月
ま
で

の
２
年
余
り
、
大
野
原
支
所
へ

は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
の
教

育
総
務
課
、
学
校
教
育
課
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
課
の
３
課
と
農
林

水
産
課
及
び
農
業
委
員
会
事
務

局
が
、
豊
浜
支
所
へ
は
、
建
設

課
と
建
築
課
が
移
転
す
る
。
電

話
に
つ
い
て
は
、
変
更
電
話
番

号
の
案
内
を
流
し
、
郵
便
物
に

つ
い
て
も
新
旧
ど
ち
ら
で
も
届

く
よ
う
対
応
し
て
い
る
。
備
品

に
つ
い
て
は
一
時
保
管
を
し
て

必
要
に
応
じ
て
利
用
す
る
。
ま

た
、
３
体
の
彫
像
に
つ
い
て
は
、

本
市
出
身
の
矢
野
誠
一
氏
の
作

品
で
あ
り
帝
国
美
術
展
に
も
出

品
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ

ら
は
同
じ
く
本
市
出
身
の
白
川

朋
吉
氏
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
も
の
で
、
今
後
も
大
事
に
展

示
す
る
。

　
　
　市
内
の
海
抜
３
・
５
ｍ

以
下
の
地
域
を
中
心
に
主
要
な

避
難
経
路
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

　今
後
は
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、

各
家
庭
、
地
域
で
の
避
難
方
法

の
確
立
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　避
難
訓
練
は
、
小
学
校
区
単

位
で
順
次
実
施
し
、
自
治
会
、

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
の
行
う
避

難
訓
練
へ
の
費
用
の
補
助
を
考

え
て
い
る
。
な
お
、
防
災
倉
庫

に
は
人
口
の
１
％
分
を
目
安
に

防
災
用
品
の
備
蓄
を
し
て
い
る
。

　今
後
は
、
本
市
の
災
害
時
の

業
務
継
続
計
画
を
見
直
し
な
が

ら
災
害
に
よ
る
業
務
の
停
滞
を

防
ぐ
対
処
を
し
て
い
く
。

　
　
　子
育
て
支
援
策
の
一
つ

と
し
て
子
育
て
バ
ウ
チ
ャ
ー
制

度
を
提
案
す
る
。
子
育
て
バ
ウ

チ
ャ
ー
制
度
は
年
間
、
一
定
額

の
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
だ
け
に
使
用
で

き
る
よ
う
定
め
た
チ
ケ
ッ
ト
で
、

子
育
て
さ
れ
る
方
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
も
の
で
あ
る
。

答
弁

安
藤　

忠
明

市
民
会
館
に
つ
い
て

質
問

答
弁

高
橋　

照
雄

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
に
つ
い
て

質
問

　２月１５日（金）市議会主催の「安心して子どもを産み育てられる環境

づくり」をテーマに市民フォーラムを開催しました。当日は、大変お

寒い中たくさんの皆さまにご来場いただき、ありがとうございました。

　市民フォーラムでのアンケート調査などを市のホームページに掲載

していますので、是非ご覧ください。

市民フォーラム
「安心して子どもを産み育てられる環境づくり」を開催しました。

友
枝　

俊
陽

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
●第１回（３月）定例会

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
観音寺市附属機関設置条例の一部改正について 原案可決

観音寺市公文書公開条例の全部改正について 〃

観音寺市民会館条例の廃止について 〃

観音寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市長及び副市長の給料の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市教育委員会教育長の給料の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市職員の退職手当に関する条例等の一部改正について 原案可決（反対２人）

観音寺市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市税条例の一部改正について 〃

観音寺市介護保険条例の一部改正について 〃

観音寺市指定地域密着型サービス等事業の人員、設備及び運営等の基準等に関する条例の制定について 〃

観音寺市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 〃

観音寺市道路の構造の技術的基準等に関する条例の制定について 〃

観音寺市移動等円滑化のために必要な道路の構造の技術的基準に関する条例の制定について 〃

観音寺市準用河川管理施設の構造の技術的基準に関する条例の制定について 〃

観音寺市営住宅条例の一部改正について 〃

観音寺市公園条例の一部改正について 〃

観音寺市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の制定について 〃

三観広域行政組合規約の一部変更について 〃

平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第５号） 原案可決（反対７人）

平成２４年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 〃

平成２４年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２５年度観音寺市一般会計予算 原案可決（反対４人）

平成２５年度観音寺市競輪事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市国民健康保険事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市介護保険事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市航路事業特別会計予算 原案可決

平成２５年度観音寺市粟井財産区特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市公共下水道事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市農業集落排水事業特別会計予算 〃

平成２５年度観音寺市水道事業会計予算 〃

平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第６号） 原案可決（反対２人）

※請願
中国銀行旧観音寺市店の有効活用を求める請願 継続審査

※陳情
住宅リフォーム助成制度創設を求める陳情書　 不採択（賛成６人）

安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める陳情書 採　択

介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求める陳情書 〃

一般廃棄物（固形）収集運搬業の新規許可について 〃

※議提議案
特別委員会の設置について 原案可決

※意見書案
安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める意見書 原案可決

介護職員処遇改善加算の継続及び拡充を求める意見書 〃
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　７
月
に
予
定
の
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
か
ら
、
左
表
の
と
お

り
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
５

受講生募集
平成25年度 大学講座

観音寺市中央公民館    ☎２３−３９４４

　講座では、心触れ合う楽しい仲間づくりや

豊かな学習ができます。

受付期間：随時　午前９時～午後５時

　　　　　（月曜日と祝日を除く）

申 込 先：観音寺市中央公民館、大野原・豊浜・

各地区公民館

回 月　日 学　　習　　課　　題

１ ６／５（水）
開講式「地域の教育力」について考える
　講師：香川大学生涯学習教育研究センター　山本 珠美准教授

２ ７／３（水）
「からだの健康はお口の健口から」
　講師：三豊総合病院　木村 年秀歯科保健センター長

３ ７／５（金） 日帰り研修旅行（妙円寺と柳井の町並み方面）

４ ８／８（木）
「太鼓台文化の歴史」
　講師：観音寺太鼓台研究グループ　尾﨑 明男代表

５
９／１２（木）

・１３（金）
一泊研修旅行（醍醐寺・三井寺と琵琶湖温泉方面）

６ ９／２５（水）
「観音寺市内の文学碑・紙碑」
　講師：観音寺市文化財保護審議会　野口 雅澄委員

７ １０／２４（木）
「慈悲の宗教」
　講師：品福寺　香川 徹男住職

８ １１／２２（金） 歩け歩け大会（琴弾公園周辺・老人憩の家）

９ １２／４（水） フィルム研修

１０ １／８（水）
「身近な法律の話」～金融トラブルにまきこまれないために～
　講師：香川県弁護士会　消費者問題対策委員会

１１
１／２３（木） 芸能発表会

１／２２（水）
～２４（金）

作品展：午前９時～午後５時（２４日のみ午後４時まで）

１２ ２／２６（水） 学習発表会／修了式

回 月　日 学　　習　　課　　題

１ ５／１６（木）
開講式「歌で綴る観音寺市の歴史」
　講師：観音寺市　白川 晴司市長

２ ６／１９（水）
「腰痛の知識と体操の実践」
　講師：三豊総合病院リハビリテーション科　梶原 亘弘理学療法士

３ ７／１７（水）
「イサム・ノグチと石」
　講師：公益財団法人　イサム・ノグチ日本財団　和泉 正敏理事長

４ ８／７（水） フィルム研修

５ ９／１８（水）
「歌って・笑って・ストレス発散！」
　講師：かんおんじ市民大学歌声クラブ　石村 元子先生

６ １０／１６（水）
「食事で予防、脂質異常症」
　講師：三豊総合病院　白川 いずみ管理栄養士

７ １１／１３（水）「エネルギー問題について」研修

８ １２／１１（水）
「元気に　身体づくり　がんばりましょう」
　講師：三豊・観音寺の文化を育む会　高岡 令子会長

９ １／１５（水）
「地域づくりと女性のエンパワーメント」
　講師：香川大学教育学部　時岡 晴美教授

１０ ２／１９（水）
「女性の健康づくり」／修了式
　講師：市健康増進課保健師

と　き：

　午後１時３０分～午後３時

ところ：

　観音寺共同福祉施設軽運動室

対象者：

　原則、市内に住んでいる人

　または勤めている人

定　員：２００人

会　費：１，０００円

第５回
かんおんじ
　　　市民大学

と　き：

　午前１０時～午前１１時３０分

ところ：

　観音寺共同福祉施設軽運動室

対象者：

原則、市内に住んでいる女性

または勤めている女性

定　員：１００人

会　費：１，０００円

投票区域
変更前 変更後

投票区 投票所 投票区 投票所

有明町、八幡町（一
部を除く）、室本町の
一部

第１
八幡　　
自治会館

第１
茂西　　
自治会館

茂木町、茂西町、観
音寺町（上市、川原、
大和）

第２
茂西　　
自治会館

第８回　女性大学

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
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男
女
共
同
参
画

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ・ア
ク
シ
ョ
ン
」で
職
場
に
活
力
を
！

　ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

と
は
、
固
定
的
な
男
女
の
役
割

分
担
意
識
や
過
去
の
経
緯
か
ら
、

男
女
の
間
に
生
じ
て
い
る
格
差

の
解
消
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
が
進
め
る
自
主
的
・
積

極
的
な
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　１
９
８
５
年
に
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、

制
度
の
上
で
は
男
女
の
雇
用
機

会
の
均
等
や
待
遇
の
確
保
は
大

き
く
進
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、
依
然
と
し
て
男
性

に
比
べ
て
女
性
の
勤
続
年
数
は

短
く
、
管
理
職
の
比
率
も
低
い

水
準
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
実
質

的
な
機
会
均
等
が
確
保
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
多
様

な
人
材
が
活
躍
し
、
能
力
を
発

揮
で
き
る
職
場
環
境
を
整
備
す

る
た
め
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
の
推
進
は
重
要
で
す
。

　国
の
計
画
で
は
、
平
成
２６
年

ま
で
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ

ョ
ン
に
取
り
組
む
企
業
数
の
割

合
を
４０
％
超
と
す
る
目
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
個
別
企
業
の

取
り
組
み
事
例
な
ど
が
閲
覧
・

検
索
で
き
る
サ
イ
ト
で
は
、
香

川
県
内
の
企
業
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
必
要
性
や
重
要
性

が
十
分
に
認
識
さ
れ
ず
、
取
り

組
み
に
着
手
し
て
い
な
い
企
業

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

に
は
、
個
々
の
労
働
者
の
能
力

発
揮
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
、

職
場
に
活
力
を
与
え
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
職
場
で
の
男
女
格
差
の

実
態
を
把
握
し
、
女
性
の
活
躍

推
進
や
、
格
差
解
消
に
向
け
て

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
情

報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

h
ttp://w

w
w

.positiv
eaction

.jp/

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

おめでとう
　　　ございます
平成２４年度
　　人権作品優秀賞

観音寺中学校２年
松岡　結依さん

大野原小学校６年
臼杵　真菜さん

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

市
民
の
人
権
・
同
和
に
関
す
る
意
識
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　犯
罪
被
害
者
な
ど
の
人
権

場
に
立
っ
て
、
心
の
痛
み
を
理

解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

何
げ
な
い
一
言
が
、
さ
ら
に
相

手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
、

一
日
で
も
早
く
平
穏
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
温
か
い
目
で
そ

っ
と
見
守
り
支
え
て
い
け
る
、

そ
の
よ
う
な
人
権
に
配
慮
し
た

住
み
よ
い
社
会
に
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　思
い
が
け
な
い
事
故
や
事
件

で
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
受

け
る
被
害
は
、
加
害
者
か
ら
命

を
奪
わ
れ
た
り
、
暴
行
を
受
け

た
り
、
物
を
盗
ま
れ
る
な
ど
の

直
接
的
な
被
害
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　被
害
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ
る

精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
や
体
の
不
調
、

医
療
費
の
負
担
や
失
職
・
転
職

な
ど
に
よ
る
経
済
的
困
窮
、
捜

査
や
裁
判
の
過
程
で
の
精
神
的

・
時
間
的
負
担
、
周
囲
の
人
々

の
無
責
任
な
う
わ
さ
や
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
取
材
・
報
道
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
な
ど
、
被
害
後
に
生

じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
苦
し

む
二
次
的
被
害
も
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
経
済
的
・
精
神

的
被
害
を
支
援
す
る
た
め
、
平

成
１６
年
１２
月
に
「
犯
罪
被
害
者

等
基
本
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
年
の
１２
月
に
は
、
同

法
に
基
づ
い
た
犯
罪
被
害
者
な

ど
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
定
め
た
「
犯
罪
被
害
者
等
基

本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

犯
罪
被
害
者
な
ど
へ
の
総
合
的

な
支
援
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　私
た
ち
は
、
誰
も
が
犯
罪
被

害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
立

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
普
及
促
進
の

た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
「
き
ら
ら
」
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　恒例になっている、地域活動支援センターやまもも
の「地域ふれあいの日」。ことしもたくさんの人が訪
れていました。通所者の皆さんが心を込めて作った作
品の数々や、優しい甘さが人気の沖縄ドーナツなど、
さまざまな商品を買い求めるお客さんに「ありがとう
ございました」の元気な声が飛び交いました。

　第３５回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春季
水泳競技大会に出場する選手の激励会がありました。
選手を代表して観音寺中央高等学校１年の筒井真彩さ
んが「練習の成果を生かしてメンバーが一人でも多く
決勝に残れるように頑張ってきます」と、力強く決意
表明しました。

　交通事故から身を守り、安全に登下校できるように
と、常磐小学校で１年生を対象にした交通安全教室が
ありました。真新しい制服を着た１年生８２人は、警察
署員から横断歩道の渡り方や交通ルールを聞いた後、
イエロー隊の協力のもと、実際の信号機に従い「右、
左、右」と安全確認をして横断歩道を渡っていました。

優しい風合いの作品がいっぱい

メンバー全員、全力を尽くします

真剣な表情で「右、左、右」と安全確認

6
4

14
3

10
4

　桜の開花が早く、強風のため葉桜になっていました
が、歩くことが大好きな人たちが桜街道まっしぐらウ
オーキングに参加。大谷池周辺を鳥のさえずりを聞き、
ピンク色の花びらを踏みしめて約４キロをウオーキン
グ。途中展望台から見える風景を楽しむなどゆったり
とした時を過ごしていました。

　独立行政法人日本スポーツ振興センタ―の助成を受
け、総合運動公園テニスコートの改修工事が完了、オ
ープンセレモニーがありました。砂入り人工芝で水は
けが良くなり、利用しやすいコートにリニューアル。
当日の式典終了後には、愛好者たちが、真新しい芝の
感触を味わいながら、試合や練習を楽しんでいました。

　高屋神社で、春のちょうさ祭りがありました。残念
ながら桜の見ごろは過ぎていましたが、坂道を懸命に
登る姿や、新緑の中でのちょうさを一目見ようと、た
くさんの観光客が訪れました。子どもたちにとっても
待ちに待ったお祭りで、りりしい法被姿と威勢の良い
掛け声が、見る人を笑顔にしていました。

桜の花びらを踏みしめ、ウオーキング

リニューアルしたテニスコートに集う

力を合わせてひっぱれ

7
4

14
4

17
3
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大 西 美
み

遥
はる

ちゃん

父 徹也さん　　 母 京子さん
（天神町）

 

 

金 山 奈
な

央
お

ちゃん

父 基さん　   　母 梨紗さん
（池之尻町）

井 上 翔
と

聖
あ

ちゃん
父 慎也さん　  母 沙緒理さん

（大野原町福田原）

木 村 藍
あい

斗
と

ちゃん

父 彰秀さん　   　母 美穂さん
（吉岡町）

 
 

笠 原 未
み

結
ゆ

ちゃん

父 邦夫さん　　 母 千枝さん
（古川町）

十 鳥 立
たつ

麒
き

ちゃん

父 雅基さん  　　母 友恵さん
（中田井町）

満１歳の子どもを募集
　５月１日から５月31日まで ８月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２4 年５月生まれ

芸術祭通信
　　 vol.12

商工観光課
☎２３−３９３３

　３月２０日～４月２１日の春会期中、直島や小豆島、沙弥島など、

会場の島々には多くの観光客が訪れ、大盛況で芸術祭がスタート

しました。

　伊吹島では、春会期開幕を記念して、来島アーティストとの交

流会が開催されました。伊吹島で活動する８人のアーティストの

うち、「伊吹島レインボーハット」を制作する関口恒男さん、「トイ

レの家」を設計する石井大五さん、浮きを使った立体作品を制作

する「豊福亮＋Ｃｈｉｂａ　Ａｒｔ　Ｓｃｈｏｏｌ」の皆さんが参加し、和

気あいあいとした雰囲気のなかで、作品の構想を詳しく教えてく

れました。

　７月２０日の夏会期開幕に向け、島内各地で作品制作が始まって

います。どのようなアート作品が完成するのか、楽しみにしてく

ださい！！

▲島の子どもや島の実行委員会の皆さんも
参加して、和やかな交流会になりました。

▲空き地に設置されるシェルター「伊吹島レイ
ンボーハット」の制作準備風景。土や木の枝
などで作ったシェルターの中に、水と鏡を利
用して、ゆらゆらと揺れる虹を映すそうです。

伊吹島で来島アーティストと交流会
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国保特定健康診査・後期高齢者健康診査

子宮頸
けい

がん・ヒブ・小児用肺炎球菌
　　ワクチンが定期予防接種へ移行

　少量の採血でＰＳＡの値を調べる簡単な検査

で、５０歳以上の男性が対象です。国保特定健康

診査または後期高齢者健康診査の案内に同封し

ている受診票を持って、健康診査と同じ指定医

療機関で受診してください。

国民健康保険と後期高齢者医療保険の加入者

以外で検診を希望する人は、保健センターへ

申し込んでください。

　　保健センター　☎２３−３９６４

　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）

や生活習慣病の予防と改善のため、健康診査を

します。５月末に対象者に受診券を送ります。

内容を確認して受診してください。

　６月１日～１０月３１日の診療時間内

　市が指定する医療機関

国保特定健康診査＝４月１日現在で４０歳～７４

歳の国保加入者（国保以外の人は加入してい

る医療保険者に問い合わせてください）

後期高齢者健康診査＝後期高齢者医療の資格

を持っている人

　保健センター　☎２３−３９６４

　４月１日から、子宮頸がん・ヒブ・小児用肺

炎球菌ワクチンが定期接種になりました。

●子宮頸がん予防ワクチン

　小学６年生から高校１年生相当年齢までの女

性（平成９年４月２日～平成１４年４月１日生まれ）

が対象です。標準的接種対象年齢の中学１年生

相当年齢の人には、予診票を送付しています。

●ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン

　生後２カ月以上５歳になるまでが対象です。

１歳未満で接種を開始した人で、小児用肺炎球

菌ワクチンの初回の２回目・３回目の予診票を

持っている人は、１歳以上では使用できなくな

りましたので注意してください。

　保健センター　☎２３−３９６４

健康
だより

前立腺がん検診

年に一度はがん検診を受けましょう

５月・６月の日程表

　まだ申し込んでいない人は問い合わせてください。

　子宮がん、胃がん、乳がん、大腸がん

　子宮がん＝２０歳以上

　胃がん、乳がん、大腸がん＝４０歳以上

胃がん、乳がん検診は時間予約制のため、事前の

申し込みが必要です。

子宮・乳がんは２年に１度の検診です。平成２４年

度に受けた人は受けられません。

新庁舎建設工事に伴い、昨年まで保健センターで

実施していた検診は競輪場選手宿舎（琴浪町二丁

目）で行います。

　保健センター　☎２３−３９６４

受付日時 種類 場所

５月１４日（火）
１５日（水）

　８：３０～１１：００
胃がん

高室公民館

１７日（金） 　８：３０～１１：００ 豊田公民館

２０日（月）
２１日（火）

　８：３０～　９：３０ 乳がん

競輪場選手宿舎
　８：３０～１１：００ 胃がん

　８：３０～１１：００ 大腸がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

２２日（水）

　８：３０～　９：３０ 乳がん

競輪場選手宿舎　８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

　９：００～１０：３０
大腸がん

柞田公民館

１１：００～１１：３０ 木之郷公民館

２３日（木）

　８：３０～　９：３０ 乳がん

競輪場選手宿舎　８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

　９：００～　９：３０
大腸がん

西公民館

１０：００～１１：００ 高室公民館

２４日（金）

　８：３０～　９：３０ 乳がん

競輪場選手宿舎　８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

　９：００～１０：００
大腸がん

豊田公民館

１０：３０～１１：００ 粟井公民館

２８日（火）
２９日（水）

　８：３０～１１：００ 胃がん

常磐公民館

３０日（木）
３１日（金）

柞田公民館

６月３日（月）
４日（火）

　８：３０～　９：３０ 乳がん

競輪場選手宿舎

　８：３０～１１：００ 胃がん

　８：３０～１１：００ 大腸がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

６日（木）

　８：３０～　９：３０ 乳がん

　８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

７日（金）

　８：３０～１１：００ 胃がん
一ノ谷公民館

　９：００～１０：００
大腸がん

１０：３０～１１：３０ 常磐公民館

内

対

注

問

日時 場所 内容 対象

受付期間料金料持参物持

問合先申込先 注意注

主催主

注
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肝炎ウイルス検診献血に協力してください

三豊総合病院健康教室

ＰＭ２.５の注意喚起について

男性料理教室

　「肝炎」は、肝臓に炎症がおき、肝細胞が壊れ

て働きが悪くなる病気です。肝臓の病気といえば

お酒の飲み過ぎを思い浮かべると思いますが、ウ

イルスによる肝炎の場合が多くあります。感染し

ても多くは自覚症状がなく、次第に肝硬変や肝が

んへ進行する人もいます。現在は新たな感染は少

ないのですが、４０歳以上の人は気が付かないうち

に肝炎ウイルスに感染している恐れがあります。

もし感染していても、早期発見・治療が可能です。

　４０歳以上で今までに肝炎ウイルス検査を受けた

ことがない人は、検査（採血のみ）を受けましょ

う。平成２５年度中に４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０

歳・６５歳・７０歳になる人で、過去に市の肝炎ウイ

ルス検診を受けていない人に受診票を送ります。

他の人は、医療機関の受診票に記入して検査を受

けてください。

　６月１日～１０月３１日の診療時間内

　国保特定健康診査実施医療機関と同じ

　保健センター　☎２３−３９６４

●食べて治して、ハッピーライフ

講義・エクササイズ

　５月１０日（金）午後２時～午後３時

調理実習

　５月２４日（金）午前１０時～正午

　材料費６００円

●腎臓病教室

腎臓病食の基本／腎臓の検査

　５月１６日（木）午後３時３０分～午後５時

●夜間糖尿病教室

　５月９日（木）午後６時～午後７時

　各教室とも予約が必要

　　三豊総合病院企業団健康管理センター

　　　　　　　　　　　　　　☎５２−２７２６

　県では国の暫定的指針に準拠し、県内の７測定

局のいずれかで午前５時、６時、７時の１時間値

の平均値が８５μｇ／㎥（マイクログラム／立方メート

ル）を超えた場合、県内全域に「注意喚起」を行

います。注意喚起が出たら、テレビやラジオ等を

通じて皆さんへお知らせします。また、市のホー

ムページでもお知らせします。

◆「注意喚起」が出たら冷静に対応を
○不要不急の外出や屋外での長時間の激しい運動

をできるだけ減らしてください。

○換気を必要最小限にし、屋内への外気の侵入を

できるだけ少なくしてください。

○呼吸器系・循環器系疾患がある人や小児、高齢

の人などは、体調に応じてより慎重な行動をお

願いします。

◆ＰＭ２.５（微小粒子状物質）とは
　大気中に浮遊している２．５μｍ（マイクロメート

ル）（１μｍは１ｍｍの１千分の１）以下の小さな

粒子で、髪の毛の太さの約１／３０の大きさと言わ

れています。非常に小さいため肺の奥深くまで入

りやすく、肺がんや呼吸器系への影響に加え、循

環器系への影響が懸念されています。

生活環境課 ☎２５−２６９８

詳しくは、市ホームページを確認してください。

http://www.city.kanonji .kagawa.jp/

　５月５日（祝・日）午前９時～午後２時

　ＪＲ豊浜駅

豊浜町須賀自治会／豊浜町須賀自治会青年会

／観音寺中央ライオンズクラブ

４００㍉㍑献血に協力してください。

　初めて包丁をにぎる人もできる、簡単で心と身

体に優しい料理を一緒に作ってみませんか？

５月２３日（木）午前９時３０分～午後１時

保健センター

５月２７日（月）午前９時３０分～午後１時

大野原いきいきセンター

５月２９日（水）午前９時３０分～午後１時

豊浜福祉会館

１００円、エプロン、三角巾

各教室３０人（定員を超えた場合は抽選）

各教室１週間前まで

市食生活改善推進協議会

　　保健センター　☎２３−３９６４

主

主

持

数

平成２５年度栄養教室　受講生募集
　健康づくりのため食生活の案内役としてボラン

ティア活動を行うヘルスメイト（食生活改善推進

員）を募集します。仲間と一緒に楽しく健康づく

りを考えてみませんか。

　７月から全６回　午前９時～午後１時

　保健センター

教室修了後、ヘルスメイトとして活動できる市

内在住の人

　エプロン、三角巾、筆記用具

　６月７日（金）まで（定員３０人になり次第締め切り）

　２千円

　市食生活改善推進協議会

　　保健センター　☎２３−３９６４

料

料

主

持

注
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問合先申込受付期間料金料 注意注持参物持

　一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
身

体
障
が
い
者
や
戦
傷
病
者
、
知

的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者

が
日
常
生
活
で
必
要
な
軽
自
動

車
の
税
金
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

減
免
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
自
動
車
検
査
証

④
印
鑑

　５
月
２４
日
（
金
）
ま
で

○

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○

減
免
さ
れ
る
車
は
１
人
１
台

○

平
成
２４
年
度
ま
で
に
申
請
済

み
の
人
は
、
対
象
車
な
ど
の

変
更
が
な
い
限
り
、
再
度
申

請
は
不
要
で
す
。

税
務
課
収
納
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

大
野
原
支
所

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
０

豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

　国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯

主
と
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
所
得
な
ど
を
基
に
計
算
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
収
入
が
な

い
人
（
被
扶
養
者
は
除
く
）
も
、

収
入
な
し
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
を
し
て
い
な
い
た
め
所
得

状
況
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
に
な

る
世
帯
で
も
、
減
額
さ
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
収
入
が
な
い
人
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　介
護
保
険
制
度
は
、
国
や
県
、

市
が
負
担
す
る
公
費
と
、
皆
さ

ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保

険
料
を
財
源
に
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
６５
歳
以
上
の
人
（
第
１

号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
み
額

や
６５
歳
以
上
の
人
数
な
ど
を
基

に
決
定
し
て
い
ま
す
。

●

特
別
徴
収

　そ
の
年
度
の
年
間
保
険
料
額

が
決
定
す
る
ま
で
は
、
前
年
度

の
２
月
と
同
額
を
４
月
・
６
月
・

８
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
（
仮

徴
収
）
し
ま
す
。
決
定
後
、
年

間
保
険
料
額
と
仮
徴
収
額
と
の

差
額
を
１０
月
・
１２
月
・
２
月
に

分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き
（
本

徴
収
）
し
ま
す
。

●

特
別
徴
収
額
の
平
準
化
処
理

　年
６
回
の
天
引
き
額
を
で
き

る
だ
け
均
等
に
す
る
た
め
、
６

月
と
８
月
の
天
引
き
額
（
仮
徴

収
）
が
変
更
に
な
る
人
が
い
ま

す
。
該
当
者
に
は
、
５
月
上
旬

に
「
特
別
徴
収
仮
徴
収
額
変
更

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２５
年
度
年
間
保
険
料
額

は
、
７
月
上
旬
に
送
付
す
る

「
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　広
報
か
ん
お
ん
じ
４
月
号
に

掲
載
し
た
記
事
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
８
～
９
ペ
ー
ジ
「
平

成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
小
学
校

・
幼
稚
園
・
保
育
所
が
統
合
・

移
転
し
ま
す
」
の
う
ち
、
９
ペ

ー
ジ
の
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保

育
所
の
配
置
図
中
、
観
音
寺
幼

稚
園
・
観
音
寺
保
育
所
の
「
正

門
」
と
な
っ
て
い
る
所
は
、
正

し
く
は
「
出
入
口
」（
下
図
）
で

す
。
関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
　
い
る
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

広
報
４
月
号
の
お
詫
び
と
訂
正

６５
歳
以
上
の
人
の

　
　
　
　
介
護
保
険
料

５
月
２４
日（
金
）ま
で

平
成
２５
年
度
軽
自
動
車
税

身
体
障
が
い
者
等
の
減
免
申
請

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

持
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日時 場所 内容 対象 募集人数

納
入
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

被
保
険
者
証
・
給
付
関
係

健
康
増
進
課

　
　
　
　☎

２３
−

３
９
２
７

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

保
険
料
・
納
付
関
係

税
務
課

　☎
２３

−

３
９
２
２

　県
と
市
で
は
、
大
切
な
松
林

を
松
く
い
虫
の
被
害
か
ら
守
る

た
め
、
琴
弾
公
園
周
辺
や
興
昌

寺
山
、
一
の
宮
公
園
で
薬
剤
の

地
上
散
布
を
し
て
い
ま
す
。
散

布
中
は
散
布
区
域
内
に
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
下
旬
～
７
月
初
旬
（
実

施
日
は
現
地
に
立
て
看
板
な

ど
で
お
知
ら
せ
）

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

●

資
格
取
得
日

●

被
保
険
者
証

　年
度
途
中
に
７５
歳
に
な
っ
た

人
は
、
誕
生
日
の
前
月
中
旬
に
、

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
特
定
記
録
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。
届
い
た
被
保
険
者

証
は
、
誕
生
日
か
ら
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●

保
険
料

　資
格
取
得
日
を
含
む
月
か
ら

月
割
り
で
算
定
し
ま
す
。
資
格

取
得
日
を
含
む
月
の
翌
々
月
の

中
旬
（
４
月
に
加
入
ま
た
は
異

動
し
た
人
は
７
月
）
に
保
険
料

額
が
決
定
し
、
税
務
課
か
ら
「
保

険
料
額
決
定
通
知
書
・
保
険
料

　地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
１
月

２２
日
～
２
月
１４
日
に
定
期
監
査

を
実
施
し
た
の
で
、
同
条
第
９

項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
２５
年
３
月
５
日

　監
査
委
員

　
　佐
伯

　文
男

　監
査
委
員

　
　高
橋

　照
雄

●

監
査
対
象

市
民
部
、
健
康
福
祉
部
、
建

設
部
、
水
道
局
、
教
育
部
、

会
計
課
、
監
査
委
員
事
務
局

●

監
査
の
留
意
点

　財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

が
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適

正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
に
留
意
し
、
行
政
監
査
的

な
観
点
か
ら
も
実
施
し
ま
し
た
。

●

監
査
の
結
果

　財
務
事
務
お
よ
び
事
業
の
管

理
は
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て

お
り
、
お
お
む
ね
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
一
部
、
改
善
や
検
討

を
要
す
る
事
項
は
、
速
や
か
に

所
要
の
措
置
を
検
討
、
実
施
す

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
今
後

と
も
法
令
等
を
遵
守
し
、
厳
正

か
つ
適
切
な
事
務
の
執
行
に
努

め
る
よ
う
併
せ
て
要
望
し
ま
し
た
。

　監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
７

松
く
い
虫
薬
剤
防
除

　
　
　
　
（
地
上
散
布
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

年
度
途
中
に
加
入
す
る
と
き

定
期
監
査
の
結
果

事　　由 資格取得日

①新たに７５歳になる人 誕生日

②転入 転入で住所を定めた日

③生活保護の
　　　停止または廃止

停止または廃止に
　　　　　　なった日

④障害認定※
認定を受けた日
（申請が必要）

※６５歳から７４歳までの一定の障がいがある人
　（障害認定を受けるには申請が必要）
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問合先申込受付期間料金料 注意注持参物持

　出
生
や
死
亡
、
転
入
・
転
出
・

転
居
等
の
異
動
が
あ
っ
た
と
き

は
、
必
ず
届
け
出
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
正
確
な
記
録
が
適
正

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
届
け
出
期
間
内
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　手
続
き
の
際
、
第
三
者
の
な

り
す
ま
し
防
止
の
た
め
本
人
確

認
を
し
て
い
ま
す
。
運
転
免
許

証
な
ど
身
分
証
明
書
の
提
示
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請

求
や
不
正
取
得
を
抑
止
す
る
た

め
に
「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

事
前
に
登
録
し
た
人
の
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
を
、
代

理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と

き
、
本
人
に
通
知
す
る
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
不
正

請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人

の
権
利
の
侵
害
防
止
が
期
待
で

き
ま
す
。

●

事
前
登
録
が
で
き
る
人

　市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
ま
た
は
本
籍
が
あ
る
人

（
除
票
・
除
籍
を
含
む
）

●

登
録
方
法

　本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
保
険
証
な
ど
）

を
持
参
し
、
市
民
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

君
が
い
る

　た
だ
そ
れ
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　う
れ
し
い
よ

　子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
考
え
る
た
め
、

毎
年
５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
か

ら
一
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」

と
定
め
、
児
童
福
祉
の
理
念
の

普
及
と
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　市
内
の
１１
保
育
所
（
園
）
の

親
子
が
競
技
や
遊
戯
を
し
ま
す
。

５
月
１５
日
（
水
）

午
前
１０
時
２０
分
～

　市
立
総
合
体
育
館

　子
育
て
支
援
課
保
育
所
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　子
育
て
に
頑
張
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
お
父
さ
ん
、
困
っ
て
い

る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
同
じ
子
育
て
世

代
の
人
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
、
開

放
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
誰
で

も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

戸
籍
・
住
民
票
に
係
る

各
種
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

地
域
子
育
て

　
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

地域子育て支援センター事業予定表（都合により変更することがあります）

保
育
ま
つ
り

児
童
福
祉
週
間

本
人
通
知
制
度
の
事
前
登
録

場　　所 月 火 水 木 金 土 日

豊浜ふれあい会館
（ふれあい広場）
ふたば保育園　☎２５−５３８８

９：３０～　
　１１：３０

大野原いきいきセンター
（ぴよぴよクラブ）
柞田保育所　　☎２５−５１１５

９：３０～　
　１１：３０

９：３０～　
　１１：３０

高室公民館
（あぶあぶひろば）
高室保育園　　☎２４−３１３０

 
９：３０～　
　１１：３０
０歳児対象

木之郷コミュニティセンター
（愛あいサークル）
愛和保育園　　☎２７−７４４０

９：００～　
　１４：００

常磐コミュニティセンター
（わくわくクラブ）
中部保育園　　☎２５−８３５９

９：００～　
　１２：００

ふたば保育園　☎２５−５３８８ １０：００～１５：００ １０：００～１５：００

柞田保育所　　☎２５−５１１５ ９：００～１４：００

高室保育園　　☎２４−３１３０ ９：００～１４：００
９：００～　
　１４：００

（第１木曜日）
９：００～１４：００

愛和保育園　　☎２７−７４４０ ９：００～１４：００

中部保育園　　☎２５−８３５９ ９：００～１４：００

お
知
ら
せ

種　類 届　出　期　間

出生届 生まれた日から１４日以内

死亡届
死亡の事実を知った日から
　　　　　　　　　７日以内

転入・転居届
転入・転居した日から
　　　　　　　　　１４日以内

転出届
転出先・転出予定日が
　　　決まってから１４日以内
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日時 場所 内容 対象 募集人数

月
に
一
度
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
費
用
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
相
談
日
は
、
広
報

紙
の
「
相
談
あ
れ
こ
れ
」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　総
務
省
四
国
行
政
評
価
支
局

　行
政
相
談
課

☎
０
８
７

−
８
３
１

−

３
１
０
３

　取
引
や
証
明
で
は
か
り
を
使

う
人
は
、
２
年
ご
と
の
定
期
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
者
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

伊
吹
丸
事
務
所
（
伊
吹
町
）

　５
月
２１
日
（
火
）

　午
後
１
時
～
午
後
４
時

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　５
月
上
旬
か
ら
約
３
カ
月
間
、

庁
舎
の
下
水
管
迂
回
工
事
の
た

め
、
市
役
所
の
乗
り
場
が
現
在

の
市
役
所
玄
関
前
西
側
か
ら
、

消
防
本
部
前
の
公
衆
電
話
ボ
ッ

ク
ス
付
近
に
変
更
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研

究
事
業
の
対
象
疾
病
に
か
か
っ

て
い
る
児
童
で
、
日
常
生
活
を

営
む
の
に
著
し
く
支
障
が
あ
る

在
宅
の
児
童
に
、
次
の
日
常
生

活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

便
器
／
特
殊
マ
ッ
ト
／
特
殊

便
器
／
特
殊
寝
台
／
歩
行
支

援
用
具
／
入
浴
補
助
用
具
／

特
殊
尿
器
／
体
位
変
換
器
／

車
い
す
／
頭
部
保
護
帽
／
電

気
式
た
ん
吸
引
器
／
ク
ー
ル

ベ
ス
ト
／
紫
外
線
カ
ッ
ト
ク

リ
ー
ム
／
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
／

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

　子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

を
聞
き
、
解
決
方
法
の
助
言
や

関
係
機
関
へ
の
連
絡
を
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
近
藤
厚
子

さ
ん
が
４
月
１
日
付
け
で
新
し

く
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、

白
井
正
則
さ
ん
、
高
橋
秀
数
さ

ん
、
篠
原
洋
子
さ
ん
の
４
人
が

　保
護
者
な
ど
が
行
事
や
家
族

の
病
気
な
ど
で
育
児
や
家
事
の

援
助
が
必
要
な
と
き
、
子
育
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭
ま
で

出
向
い
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。

原
則
、
１
カ
月
に
７
日
以
内

小
学
３
年
生
ま
で

高
室
保
育
園

　
　
　
　☎

２４

−

３
１
３
０

ひ
と
り
親
家
庭
の
場
合
は
、

ひ
と
り
親
確
認
書
（
子
育
て

支
援
課
で
発
行
）
が
必
要

　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

行
政
相
談
委
員
が

　
　
　
代
わ
り
ま
し
た

は
か
り
の
定
期
検
査

の
り
あ
い
バ
ス

市
役
所
の
乗
り
場
を
変
更

市内の交通事故

守りましょう　自転車安全利用五則

子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
事
業

日
常
生
活
用
具
を
給
付

給
付
品
目

　自転車は道路交通法上「車両」の一種です。年
齢に関係なく利用でき、環境にも優しい乗り物で
すが、乗り方や利用方法を一つ間違えれば大変危
険な乗り物になります！一人ひとりがルールとマ
ナーを守って安全に利用しましょう。

１　自転車は車道が原則、歩道は例外
２　車道は左側を通行
３　歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行
４　安全ルールを守る
　○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　○夜間はライトを点灯
　○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
５　子どもはヘルメットを着用

（　）内は昨年

市民課市民生活係　☎２３−３９２４

１／１～３／３１

発生件数 　１１２件（１３３件）

死者数 　　　１人（　　２人）

負傷者数 　１２１人（１５９人）

利用者の負担金額

日数（時間） 金額（円）

ひとり親
　　家庭

１日（８時間） １，７５０

半日（４時間） ８７０

１時間 ２５０

その他
　　家庭

１日（８時間） ３，５００

半日（４時間） １，７５０

１時間 ５００

生活保護家庭 ０

　平成２５年２月２１日から、消費者の自宅を訪問

して強引に貴金属などを買い取る「押し買い」

（訪問購入）についても、８日間のクーリング・

オフ期間が適用されるようになりました。その

期間中は、契約の解除や購入者に商品の引き渡

しを拒むことが可能です。ただし、クーリング・

オフが適用されない商品もあるので、注意が必

要です。何よりもまず、売却したくない場合は

きっぱりと断りましょう。

●クーリング・オフの適用除外

自動車（二輪を除く）、家具、大型家電、書

籍、ＤＶＤ類、有価証券

●消費生活に関る相談は

　西讃県民センター　☎２５−５１３５

　商工観光課商工係　☎２３−３９３３

くらしのワンポイントアドバイス

貴金属の訪問買い取り
守っていますか？

自転車のルールとマナー



28

問合先申込受付期間料金料 注意注持参物持

育
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

　第
１
水
曜
日
・
第
３
火
曜
日

　
　
　
　＝
午
前
９
時
～
正
午

　第
４
金
曜
日

　
　＝
午
後
２
時
～
午
後
５
時

　（
相
談
時
間
は
１
人
約
４５
分
）

教
育
セ
ン
タ
ー
（
旧
五
郷
小

学
校
）
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校

１
・
２
年
生
の
保
護
者
と
教
員

無
料

予
約
が
必
要

　教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５４

−

９
０
０
３

　豊
浜
駅
構
内
が
約
２
０
０
本

の
ツ
ツ
ジ
の
花
で
埋
め
尽
く
さ

れ
ま
す
。

５
月
５
日
（
祝
・
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

Ｊ
Ｒ
豊
浜
駅
前
広
場

献
血
（
午
前
９
時
～
午
後
２

時
）、
花
・
野
菜
の
青
空
市
、

バ
ザ
ー
、
活
魚
の
販
売
、
も

ち
つ
き
大
会

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

９０
人
（
先
着
順
）

大
人

　５
、
０
０
０
円
／
人

小
学
生
４
、
５
０
０
円
／
人

弁
当
（
お
茶
付
き
）
を
希
望

す
る
人
は
、
６
０
０
円
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

５
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時
～

正
午
は
働
く
婦
人
の
家
相
談

室
で
受
け
付
け
、
以
後
は
市

民
ス
ポ
ー
ツ
課
（
大
野
原
支

所
２
階
）
で
受
け
付
け

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

タ
オ
ル
、
弁
当
、
水
筒
、
雨

具
な
ど

代
理
申
し
込
み
の
場
合
は
、

代
理
人
１
人
に
つ
き
５
人

（
代
理
人
含
む
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

６
月
１
日
（
土
）、
８
日
（
土
）、

１５
日
（
土
）、
２２
日
（
土
）

午
後
８
時
～
午
後
９
時

豊
浜
中
学
校
体
育
館

５
月
３０
日
（
木
）
ま
で

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　観
音
寺
市
体
育
協
会

　教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
３
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　放
課
後
、
保
護
者
が
仕
事
や

病
気
の
た
め
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
児
童
を
預
か
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
（
１
日
保
育
）
に
、
指

導
員
と
一
緒
に
子
ど
も
の
保
育

を
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
２２
日
（
月
）
～
８
月
３０
日

（
金
）（
午
前
ま
た
は
午
後
の

勤
務
で
１
日
５
時
間
、
シ
フ

ト
の
関
係
に
よ
り
変
更
あ
り
）

小
学
１
年
～
３
年
生
の
保
育

市
内
７
教
室
（
観
音
寺
南
な

か
よ
し
教
室
、
高
室
な
か
よ

し
教
室
、
常
磐
な
か
よ
し
教

室
、
柞
田
な
か
よ
し
教
室
、

豊
田
な
か
よ
し
教
室
、
大
野

原
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
教
室
、

豊
浜
に
じ
教
室
）

高
校
生
以
上
で
子
ど
も
が
好

き
な
人
、
保
育
士
を
目
指
し

て
い
る
人
な
ど
（
年
齢
不
問
）

２０
人
程
度

５
月
３１
日
（
金
）
ま
で

履
歴
書

生
涯
学
習
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

工
作
や
折
り
紙
、
手
あ
そ
び

な
ど
の
指
導
／
読
み
聞
か
せ

／
図
書
館
内
壁
面
の
飾
り
つ

け
／
絵
本
作
り
な
ど

中
学
生
以
上
の
個
人
や
団
体

中
央
・
大
野
原
・
豊
浜
図
書
館

随
時

謝
礼
や
交
通
費
の
支
給
は
あ

り
ま
せ
ん
。
活
動
に
際
し
て

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入

料
は
図
書
館
が
負
担
し
ま
す
。

　中
央
図
書
館

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
０

　新
成
人
の
仲
間
と
一
緒
に
、

式
の
企
画
や
当
日
の
運
営
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
る

新
成
人
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。
８
月
か
ら
毎
月
１
回
ス
タ

ッ
フ
会
議
を
行
い
、
式
の
内
容

や
実
施
方
法
を
話
し
合
い
ま
す
。

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　子
育
て
に
不
安
や
悩
み
が
あ

る
人
を
対
象
に
、
三
豊
総
合
病

院
企
業
団
の
臨
床
心
理
士
が
教

　６
月
１
日
～
７
日
は
第
５５
回

水
道
週
間
で
す
。
水
道
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
週
間
に
合
わ
せ
て
茂
木
浄

水
場
を
一
般
開
放
し
ま
す
。
小

学
生
の
作
品
展
や
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　６
月
２
日
（
日
）

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

　水
道
局

　☎
２５

−

５
２
１
１

忠
臣
蔵
の
城
下
で

　
　
　赤
穂
浪
士
に
出
会
う
！？

５
月
１９
日
（
日
）
午
前
８
時
出

発
、
総
合
運
動
公
園
集
合
（
市

立
総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー
受
付
）

（
雨
天
決
行
）

兵
庫
県
赤
穂
市
（
約
８
㎞
）

平
成
２６
年
成
人
式

　
　
新
成
人
ス
タ
ッ
フ

健
康
づ
く
り

　
　
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

子
育
て
教
育
相
談

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

豊
浜
駅
つ
つ
じ
祭
り

茂
木
浄
水
場
を
見
学
し
よ
う

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

夏
休
み
期
間
中
の
指
導
員

　
　
　
　
（
ア
ル
バ
イ
ト
）

料

料

持 持

持

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

相
　談

ス
ポ
ー
ツ

募
　集

主
催

至市役所

財田川
大
小
路
橋

観音寺市
水道局

病院●

県道（５号）観音寺池田線

●高等学校

●喫茶店

●病院

●コンビニ
エンスストア

河川敷駐車場

稲
積
橋

位置図
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日時 場所 内容 対象 募集人数

６
月
２
日
（
日
）

午
前
８
時
２０
分
か
ら
受
付

市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

個
人
戦

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

１
人
２
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

５
月
１７
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

５
月
１１
日
（
土
）

一
ノ
谷
小
学
校

５
月
１２
日
（
日
）

観
音
寺
南
小
学
校
、
観
音
寺

東
小
学
校
、
柞
田
小
学
校

５
月
１６
日
（
木
）

伊
吹
小
・
中
学
校

５
月
１９
日
（
日
）

高
室
小
学
校
、
常
磐
小
学
校
、

豊
田
小
学
校
、
大
野
原
小
学

校
、
萩
原
小
学
校

５
月
２６
日
（
日
）

粟
井
小
学
校

資
源
回
収
予
定

29

健
康
づ
く
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

図書館だよりLibrary News

食べ物・健康・農業・環境な
どの出版物の情報が検索でき
ます！パソコンから無料で簡
単に調べることができます

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

休館日　　　　　　6・13・20・27日

★おはなし会
★古典文学講座

11日（土）　　　10：30～11：30
18日（土）　　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　井上靖　著「しろばんば」（新潮社）

４日（土・祝）　13：30～14：10
25日（土）　　10：30～11：10
14日（火）　　11：00～11：30
17日（金）　　13：30～

中央図書館

豊浜図書館
４日（土・祝））13：30～14：30

18日（土）　　13：30～14：00

12日（日）まで

★工作教室
　マジックハンドをつくろう！
★おはなし会
　紙芝居「へっちゃらかあさん」ほか
★企画展示
　世界の民話・昔ばなし

歴代「本屋大賞」特集

中央図書館で
「ルーラル電子図書館」が
　　　　　　利用できます

おすすめ本

全国の書店員が１番売りたい本を
投票して選ぶ｢本屋大賞｣！受賞作
の多くはベストセラーになり、映
画化やドラマ化されています

ページを開くと懐かしいお菓子の
パッケージに心が躍ります♪
昭和の時代にタイムスリップでき
る１冊です

「昭和のお菓子」
玄光舎 MOOK/ 出版

料

種　類 平成２４年 平成２５年 増　減

可燃ごみ 930.88 943.90 13.02

新　　聞 38.49 38.24 △ 0.25

雑誌・ざつ紙 43.08 37.30 △ 5.78

段ボール 18.61 16.06 △ 2.55

（単位：トン）ごみの収集状況（３月）

ス ポ ー ツ 行 事
月　日 行　　　　　　　事

５／１２
香川県会長杯バウンドテニス大会
９：００～／市立総合体育館

１２・１９・２６
６／２

平成２５年度体協旗争奪春季軟式野球大会
９：００～／総合運動公園

５／１５
第８回保育まつり
１０：２０～／市立総合体育館

１８

西日本最強ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館
全国高校定時制通信制軟式野球大会香川県予選
９：００～／総合運動公園

２６
観音寺市障害者スポーツ大会
１０：００～／市立総合体育館

３１
第２回三観広域親睦ゲートボール大会
８：３０～／総合運動公園

６／１

三観地区中学校春季陸上競技大会
９：００～／総合運動公園
観音寺市中学校軟式野球大会
８：００～／総合運動公園

２

平成２５年度地区別町別女子ソフトボール大会
９：００～／総合運動公園
第５３回香川県高等学校総合体育大会（新体操）
８：３０～／市立総合体育館
第３１回少年剣道錬成大会
９：００～／大野原会館

８
三観地区中学校総合体育大会陸上競技
９：００～／総合運動公園

９

三観交流ソフトバレーボール大会
８：３０～／市立総合体育館
少林寺拳法観音寺演武会
１３：００～／大野原会館
観音寺中央ライオンズクラブ杯
　　　　　　　　中高交流若草大会（サッカー）
９：００～／総合運動公園

９・１６・２３
平成２５年度会長旗争奪軟式野球大会
９：００～／総合運動公園

地 区 体 育 祭 予 定
月　日 地　区　名 開会式 会　　場

５／２６
（日）

一ノ谷地区
（一ノ谷地区体育祭）

８：２０～ 一ノ谷小学校運動場



独
身
男
性
＝
２５
～
４５
歳
で
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

独
身
女
性
＝
２５
～
４５
歳

男
女
各
２０
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

男
性
３
千
円
／
女
性
２
千
円

（
当
日
集
金
）

５
月
１７
日
（
金
）
ま
で

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会

　
　
　
　☎

５４

−

２
１
５
９

　昨
年
好
評
の
写
真
展
を
、
こ

と
し
も
８
月
末
に
中
央
図
書
館

で
開
催
し
ま
す
。
モ
デ
ル
を
希

望
す
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
、

撮
影
写
真
１
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　子
育
て
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
レ
ン
ズ

　
　
　
　☎

２４

−

８
６
９
０

①
６
月
１９
日
（
水
）
午
後
１
時
～

午
後
４
時
／
香
川
県
視
覚
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
松

市
番
町
）

②
２２
日
（
土
）
午
後
１
時
～
午
後

５
時
／
ｅ

−

と
ぴ
あ
・
か
が

わ
（
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
）

③
２３
日
（
日
）
午
後
１
時
～
午
後

30

情
報

掲
示
板

愛
情
を
持
っ
て
い
る
、
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
な
い
等
の
条
件

が
あ
り
ま
す
（
事
前
審
査
・
研

修
あ
り
）
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

親
身
に
な
っ
て
一
緒
に
歩
む
里

親
制
度
に
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
２

−

８
８
６
１

香
川
県
西
部
子
ど
も
相
談
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
７
７

−

２
４

−

３
１
７
３

　観
音
寺
市
大
豊
商
工
会
青
年

部
主
催
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年

は
６
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、

め
で
た
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
カ

ッ
プ
ル
も
！

６
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～

（
雨
天
決
行
）

恋
人
の
聖
地
・
豊
浜
町
一
の

宮
公
園
「
一
の
宮
ド
リ
ー
ム

タ
ワ
ー
」
集
合
→
雲
辺
寺
（
山

頂
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ゲ
ー

ム
）
→
一
の
宮
公
園
で
カ
ッ

プ
ル
発
表

５
月
７
日
（
火
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
会
議
室

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て
な

に
？
／
メ
タ
ボ
チ
ェ
ッ
ク

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

対
策
課

　☎
２５

−

２
０
５
２

～
暖
か
い
家
庭
を
子
ど
も
に
～

　事
情
が
あ
っ
て
親
や
家
族
と

一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
、

家
庭
的
な
環
境
で
健
や
か
に
成

長
す
る
た
め
に
、
里
親
制
度
が

あ
り
ま
す
。
里
親
に
は
「
養
育

里
親
」「
養
子
縁
組
里
親
」
な
ど

が
あ
り
、
特
別
な
資
格
は
不
要

で
す
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で

子
ど
も
の
養
育
に
理
解
と
熱
意
、

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
身
障

者
会
議
室

福
祉
制
度
の
説
明
や
生
活
訓

練
の
紹
介
と
実
施
、
便
利
グ

ッ
ズ
の
紹
介
、
日
常
生
活
で

の
工
夫
の
提
案

視
覚
障
が
い
者
や
目
に
不
自

由
さ
を
感
じ
て
い
る
人
な
ど

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
１
２

−

５
５
６
３

５
月
２６
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

三
豊
市
財
田
町
公
民
館

離
婚
、
相
続
、
金
銭
貸
借
、

交
通
事
故
、
土
地
の
境
界
な
ど

観
音
寺
調
停
協
会

　
　
　
　☎

２５

−

３
４
６
７

５
月
１５
日
（
水
）
～
１７
日
（
金
）

　午
後
１
時
～
午
後
４
時

５
月
１４
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

５
時
／
場
所
は
２２
日
と
同
じ

県
内
在
住
で
、
視
覚
障
が
い

者
へ
の
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
人

１０
人
（
先
着
順
）

６
月
１０
日
（
月
）
必
着

　香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
１
２

−

５
５
６
３

　読
話
と
は
、
相
手
の
口
の
動

き
や
表
情
か
ら
話
の
内
容
を
読

み
取
り
理
解
す
る
方
法
で
す
。

６
月
２
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

丸
亀
市
障
害
学
習
セ
ン
タ
ー

４
階
講
座
室
４

障
が
い
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悩

む
中
途
失
聴
者
や
難
聴
者

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
８

−

９
２
０
０

５
月
１７
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
養
成
講
習
会
受
講
者

赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
写
真
展

　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
モ
デ
ル

読
話
講
座
の
参
加
者

無
料
調
停
相
談
会

就
農
相
談

視
覚
障
が
い
者
の
生
活
相
談
会

精
神
障
害
者
当
事
者
学
習
会

里
親
制
度
を

　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

交
流
定
住
促
進
事
業

　
第
４
回「
は
る
こ
い
」

お
知
ら
せ

相
　談

募
　集

問合先申込受付期間料金料 注意注持参物持

料
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日時 場所 講師内容 対象 募集人数

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　 ８日（水）・２２日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　１５日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　 １日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）

　　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１０日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原 　９日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜 

１４日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　８日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　２日（木）・１６日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ２日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１２日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　１日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　 １４日（火）・２８日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ７日（火）・２１日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ２日（木）・１６日（木）午前１０時～正

午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　７日（火）

・２１日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

１日（水）午前１０時～午後 4 時　観音寺市中央公民館２

階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　　土・日

・祝を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成セ

ンター

行政相談　☎２３−３９１５　　１７日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所

○

停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や

ラ
ジ
オ
を
常
備
す
る

○

避
難
に
備
え
て
貴
重
品
な
ど

の
非
常
持
出
品

を
準
備
す
る

○

断
水
な
ど
に
備

え
て
飲
料
水
を

確
保
す
る　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

3
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火
災

救
急

７
２
４
件

５
件

　

　　
火
災

救
急

　集
中
豪
雨
の
中
で
も
ゲ
リ
ラ

豪
雨
は
、
通
常
の
雨
に
比
べ
降

雨
の
範
囲
が
極
め
て
狭
く
、
短

時
間
で
集
中
的
に
多
量
の
雨
が

降
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　近
年
全
国
各
地
で
ゲ
リ
ラ
豪

雨
が
発
生
し
、
河
川
の
氾
濫
や

鉄
砲
水
、
道
路
が
冠
水
し
て
車

両
が
水
没
す
る
な
ど
の
災
害
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　日
ご
ろ
か
ら
水
害
に
対
す
る

備
え
や
付
近
の
道
路
の
冠
水
箇

所
を
把
握
す
る
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
が
防
災
意
識
を
持
ち
、
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
事
前
対
策

○

雨
ど
い
や
排
水
口
の
落
ち
葉

や
土
砂
な
ど
を
取
り
除
く

○

浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に

土
の
う
を
積
む

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
注
意

３月１日～３１日（敬称略）

香典返し
大野原町丸井
坂本町七丁目
粟 井 町
柞 田 町
高 屋 町
豊浜町和田
出 作 町
池之尻町
大野原町大野原
坂本町五丁目
豊浜町和田浜

井下　悦子＝
大塚　勝信＝
篠原　祥晁＝
平木　正文＝
宮崎　利彦＝
川上　　賢＝
西山　孝子＝
高橋　敏保＝
石川　　聡＝
高橋　　清＝
石川　哲夫＝

小出　泰弘＝
岸上　龍夫＝
石川　和男＝
三宅　末市＝
石井　充洋＝

第２回チャリティライブ実行委員会
ＪＡ香川県観音寺支部青壮年部
ふくしまつり実行委員会

合田　優子＝

池之尻町
大野原町大野原
柞 田 町
室 本 町
大 阪 市

粟 井 町

一般寄付

チャイルドシート寄付
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今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

63,446 
30,471 

24,177 
32,975 

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

献血

岩
いわ

倉
くら

塚
づか

古墳①（大野原町）観音寺市の
　古墳文化

４月１日現在
外国人を含む

５

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

　椀貸塚のすぐ近くに岩倉塚がありま

す。平成２４年度の調査で椀貸塚の外
そと

濠
ぼり

を共有するような形で岩倉塚古墳の墳

丘が築造されている状況を確認するこ

とができました。このことによって、

以前から大きな課題だった古墳の築造

順は「椀貸塚→岩倉塚」ということが

判明しました。（次号につづく）
▲岩倉塚（写真奥）と

　椀貸塚の周
しゅう

堤
てい

と外濠

共福

細川整形外科医院

三豊総合病院

いずみや調剤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

豊浜駅 9:00 ～ 14:00

植田町　☎25−4290

豊浜町　☎52−3366

出作町　☎25−4407

豊浜町　☎52−5100

医

歯

薬

みとよ内科にれクリニック

河田歯科医院

もとだい調剤薬局

姫浜調剤薬局

石川医院

ひまわり調剤薬局大野原

ケイ・アイ薬局

西山整形外科医院

こまつ薬局古川

姫浜調剤薬局

かもだ内科クリニック

第健調剤薬局

本大町　☎25−1117

栄町　　☎23−1181

本大町　☎23−3366

豊浜町　☎52−1733

大野原町☎54−5511

大野原町☎56−4120

豊浜町　☎52−1818

古川町　☎25−0107

古川町　☎56−0555

豊浜町　☎52−1733

坂本町　☎23−4976

豊浜町　☎56−3477

医

医

医 医

歯

薬

薬

薬 薬

西山整形外科医院

向井歯科医院

こまつ薬局古川

ひまわり調剤薬局三豊

古川町　☎25−0107

財田町　☎67−2416

古川町　☎56−0555

豊浜町　☎52−5100

医

歯

薬

香川井下病院

高田歯科クリニック

ヒロ調剤薬局

快生堂豊浜調剤薬局

大野原町☎52−2215

柞田町　☎23−2355

大野原町☎56−3193

豊浜町　☎56−3260

医

歯

薬

育児相談

のびのび教室

男性料理教室

3 カ月児健診

保

保

保

保 保

保

いき

いき

いき

いき

いき はつらつ会

もぐもぐレッスン

はつらつ会

1 歳 6 カ月児健診

はつらつ会

健康栄養相談

9:00～11:00

10:00～11:30

9:00～11:00

13:15～13:45

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

ふれ

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

はつらつ会

男性料理教室

ひまわりの会

はつらつ会

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 13:00

13:00 ～ 16:00

9:00 ～ 11:00

健康栄養相談

ふれあい広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

14:00 ～ 15:30

ふれ

高室

高室

高室

高室

競輪

競輪

ふれあい広場

あぶあぶひろば

1 歳 6 カ月児健診

のびのび教室

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

ふれ

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

元気なのぅ（脳）～教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

14:00 ～ 15:30

いき

ふれ

ぴよぴよクラブ

   ベビーマッサージ

健康相談

健康栄養相談

ぴよぴよクラブ

10 カ月児相談

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 11:00

13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:15 ～ 13:45

いき

いき

あぶあぶひろば

1歳6カ月児健診

ふれあい広場

あぶあぶひろば

さわやか栄養教室

男性料理教室

ふれあい広場

あぶあぶひろば

3 歳児健診

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 12:30

9:00 ～ 13:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

ふれ

ふれ

（旧観音寺市 H23 年
 10 月１日～ 10 月 25 日生まれ）

（旧観音寺市 H23 年 9 月生まれ）

（H24 年 11 月生まれ）

（旧観音寺市 H24 年 7 月生まれ）

（旧観音寺市 H21 年 10 月生まれ）

骨密度測定

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

いき

いき

いき

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ぴよぴよクラブ

育児相談

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

いき

いき

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30～11:00

13:30～15:00

9:00～13:00

14:00～14:30

ふれ

ぴよぴよクラブ

  茶話会

筋力つけんな～教室

ぴよぴよクラブ

3 カ月児健診

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15
（旧観音寺市Ｈ25 年 2 月生まれ）

豊福

豊福

豊福

豊福

医
歯

薬
伊

伊

常

常

保
いき
ふれ

共福

高室
高室

競輪
休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
競輪場
常磐公民館
高室公民館
伊吹公民館

愛育会行事

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福

生涯学習課文化振興係☎２３−３９４３

５月の納税

軽自動車税（全期）
納期限　5月３1日（金）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。
　　　　　　　税務課　☎２３－３９２２

愛

愛 愛

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ25 年1月・2 月生まれ）

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ23 年 9月・10月生まれ）

要予約


